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序

デー タベ ースは、わが国の情報化 の進展上 、重要な役 割 を果たす もの と期待 されて い る。

今後 、デー タベ ースの普及 によ り、わが 国において健全な高度情報化社会の形成が期待 さ

れ る。 さ らに海外 に対 して提供可能 なデー タベースの整備 は・国際的な情報化への貢献お

,よ び 自由な情報流通 の確保の観点か らも必要であ る。 しか しなが ら、現在わが国で流通 し

て いるデー タベ ースの中でわが国独 自の もの は3割 にす ぎないのが現状であ り、わが国デ

ータベ ースサー ビスひいて はバ ラ ンスある情報産業 の健全 な発展 を図 るために は
、わが国

独 自の デー タベースの構築お よびデータベ ース関連技術の研究開発 を強力に促進 し、デ一

夕ベTス の拡 充を図る必要があ る。

この よ うな要請 に応え るため・(財)デ ー タベ ース振興 セ ンタニで は日本 自転車振興会

か ら機械工業振興資金の交付 を受けて、デー タベ ースの構築およ び技術開発 につ いて民 間

企業、団体等に対して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国

際的に重 要で、 また地域 および産業 の発展 の促進 に寄与す ると考え られているデータベ ー

スの構築 とデ ータベース作成 の効率化 、流通の促進Ψ利用 の円滑化 ・容易化 な どに関係 し

た ソフ トウェア技術 ・ハ ー ドウェア技術 である。

本事業 の推進 に当 って 、当財団 に学識経験者の方 々で構成 され るデータ ベ ース構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 して いる。・

この 「交題 故蔽 データのデータベース化{r関 拍 調査研究・坪 扉2年 度のデータ

ベースの構築促進および技術開発促進事業として、当財団が財団法人 日本自動車研究所

に対して委言熾 し課 題の二つである・この成果が・'データベースに興畦 お持ちの方

々や諸分野の皆様方のお役に立てば幸いである。

なお、平成2年 度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題は次

表 の とお りであ る。

平成3年3月

財団法人 デー タベ ース振興セ ンター



平成2年度 データベース構築促進・技術開発委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態学 的 コ メン トを含 む病理デ ー タベ ースの フィー ㈱ エ ス ・ピー ・オ ー

ジピ リテ ィ調査

2災 害情報データベース支援環境の構築 ㈱防災都市計画研究所

3AV/MARCの ための分類索引データベース構築 ㈱ ダイ ンメデ ィアサ ー ビス

社 会 4気 候情報データベースの構築 ㈱エムテーエス雪氷研究所

5健 康の自己管理と病気予防データベースの構築 ㈱ コンピュー タ コン ビニ エ ンス

6シ ルバーエイジの実態及び生活に必要な情報のデー 美崎高齢者福祉互助会美崎生活

タベース構築のための調査研究 館

7交 通事故調査データのデータベース化に関す る調査 (財)日 本 自動車研究所

研究s

8ア ジア太平洋交流データベースの課題性の研究 ㈱西日本新聞社

9戦 略商圏 レベルに細分化 した地域データと分析 ・提 パ ラシュー ト情報開発研究会

案手法を統合化 した企画支援 システムデータベース 札幌凸版印刷㈱

地域活性化 の構築

中小企業振興 10ネ ッ トワーク化 された地 域情報デ ー タベ ースの有効 セン トラル開発㈱情報図書館

なマネ ジメントにっいての調査研究 RUKIT
－ll徳 島市中小商業振興データベースの構築 ㈱ ニ ューメデ ィア徳 島

12九 州地域の人材情報データベース構築 (財)九 州産業技術センター

13海 外向け国内先端技術分野中堅企業情報英文データ コムライ ンイ ンターナ シ ョナル

ベース構築 ㈱

14海 外規格(ソ 連邦国家規格)デ ータベースの整備 日本電子計算㈱

海 外
15政 府開発援 助(ODA)に 関 す るデ ー タベ ースの構 (財)日 本国際協力システム

築調査

16専 門用語データベースシステムの機能に関する調査 ア イ ・エ ヌ ・エ ス㈱

研究

17専 門 家デ ータベ ース構築事 業 (財)海 外貿易開発協会

18VAN用 デ ータベ ース管理 システ ムの開発 シャープ㈱

19レ コー ドマネ ジメ ン ト用辞書管理 システムの開発 研 ㈱オフィス総研

究

20建 築CAD用 拡張可 能デ ータベ ースの プ ロ トタイプ 三菱電機㈱

作成

技 術 21先 進複 合材料 デー タベ ース ・プ ロ トタイプの作成 (財)次 世代金属 ・複合材料研

究開発協会

22マ イク ロコンピュー タのプ ログラマ ブル周辺 デバ イ (社)日 本 システムハウス協会

スの デ ータベ ース化

23書 誌 デ ータベ ース用 ダイナ ミック ・シソーラスの可 ㈱紀伊國屋書店

能性調査と実験
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1.調 査の概 要

1,1目 的

交通事故の低減お よび事故時 の乗員等の傷害を軽減す るための一方策 として、交通事故

の調査を行 い、事故原因 、傷害原因等を明 らか にす ることは重要な課題で ある。

わが国 にお いて も、交通事故調査 に関す る情報 はい くっかの機関で保有 してお り、当研

究所 に も過去 に実施 した交通事故調査情報が ある。 しか し、 当研究所で保有 してい る情報

は、 データの蓄積形態が必ず しも一般的なデータベ ースの形式 にな って いないとい った問

題点や、統計解 析 との リンク、車両諸元 などの基礎 データとの リンク、交通事故に関連 し

た画像情報の蓄積方法や利用方法 、さらに各機関の データ との有機的 な結合な ど、有効性

の向上や解析 の効率化の ためになすべ き課題 は多 い。

一方、欧米各国 にお いて は、比較的古 くか ら交通事故調査 データベ ースが構築 され、そ

のデ ータベー スは有効 に活用 されて きた。

昨今のわが国の交通事故 による死傷者の増加傾向を考え ると、事故調査結果をよ り有効

に活用 して、交通事故の低減 に寄与す るため に もv各 種の事故調査情報 を解析す るにあた

って 、さ らに利 用 しやす いデータベ ースと して い くことが必要であ ると考 えら れ る。

この よ うな背 景を もとに、国 内外の事故調査の状況を調査 し、'さらにそれ らの結果 を も

とに 当研究所 で保有 しかっ今後調査す る情報を どの ように蓄積 して い くべ ぎか とい った方

向性 を明 らかに し、関係機関、団体等か らの事故調査の受 託 にあた って、その技術 的方法

論の検討 に反 映 させ る ことを 目的 と して、本調査研究を実施 した。

1.2実 施内容

(1)国 内外の交通事故調査状況の調査

国内外で実施されている交通事故調査状況を調査し、それぞれの事故調査の位置づけ

を明らかにすることで、当研究所で実施している事故調査の目指すべき方向を明確にし、

そのような事故情報をデータベース化する上で留意すべき点をさぐった。

(2)事 故調査におけ る問題点の把握 と対策案の検討

当研究所 で実施 して いる事故調査の問題点 を、主 と して技術 的観点か ら整理 し、 この

よ うな事故調査情報 をデー タベ ース化す る場合 の将 来像 を明 らかにす る上での検討 資料

を整えた。

(3)事 故調査 デー タベー スの将来像の検討
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上記検討で明 らか にな った問題 と対策案 を もとに、当研究所 の事故調査データを デー

タベース化す る場合の将来像を明 らかに し、データベ ース化 をス ター トす るにあた って

将来像 との整合性を どの よ うに考慮 すべ きか を明 らか に した。

(4)プ ロ トタイプ作成 の予備 的検 討

本研究で指向 してい るよ うな種類の情報をデータベ ース化す る場合 、汎用のデータベ

ースマネー ジメ ン トシステム(DBMS)が 有用であ るか ど うかを検討す るため
、市販

の リレー ショナル型DBMS(RDBMS)を 用 いて、当研究所 の事 故調査 デー タの調

査項 目を単純化 して各種検討 を行 った。

1.3実 施体制

本調査研究の目的を達成す るため、学識経験者から構成する 「事故調査データのデータ

ベース化に関する調査委員会」を設置した。

さらにその下に当研究所技術者によるワーキンググループを編成 し、上記委員会のご指

導のもとに各種調査を実施 した。

(1)事 故調査データのデータベース化に関する調査委員会

委員長 筑波大学電子情報工学系教授 藤原 譲

委 員 筑波大学電子情報工学系助教授

運輸省交通安全公害研究所

交通安全部事故解析研究室長

科学警察研究所法科学第二部

機械第一研究室

大東京海上保険株式会社 主査

大保 信夫

豊福 芳典

牧下 寛

中村 邦彦

株式会社工 一 ・デ ィー ・エス 部長 竹林 正 行
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② ワーキ ンググル ープ

働 日本 自動車研 究所

〃

ノノ

ノノ

〃

理事 ・研究主管

第三研究部次長

副主任技術研究員

第三研究部

第三研究部

岩元 貞雄

上玉利恒夫

小野古志郎

福田 亜弘

石山 正則
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2.交 通事故調査 の現状 、

2.1交 通事故調査 の レベル

交通事 故調査 は、 その 目的によ り広 い地域で、調査項 目とその 内容 を比較 的限定 して、

多数の事例 を網羅 した調 査か ら、事 例数 は限定 され るが、特定の調査項 目について その内

容 を詳細に調べ る もの まで、.各種 の レベ ルの ものが ある。

前者の代表的な例 は、 ほとん どの国で実施 されて い る警察 によ る交通 安全の施策 に反映

させ るための交通事故調査であ り、わが 国の場合 、警察庁が実施 して いる交通事故統計原

票 による人身交通事故お よび物損事故 の調 査(高 速道路 のみ)が あ り、調査件数 は人身事

故だけで年 間60万 件以上 に ものぼ る。後 者について は種類が多 いが、 わが国 にお ける代

表的な例 は運輸省 が㈱ 日本 自動車研究所(JARI)に 委託 して実施 している調査があ り、

件数 は年 間100件 程度 と多 くないが、 自動車の安全対策に寄与す るとい う目的か ら、車

両 と乗員に関す るきわめて詳細 な調 査を実施 してお り、 その調査項 目は500項 目以上 に

のぼ って いる。

この調査 レベ ルを、調査の詳細度 で分類 す ると、表2-1の よ うにな る。ただ し、各 々

の調査 を単純 に表2-1の よ うに分類す るの は難 しく、 たとえば調 査デ ータの大部 分は他

の複数 のマ クロ調査 データを基礎 と し、不 足す る限定 された情報 だ けを追加 し、分析 につ

いて はあ る特定 の部分 にっ いて詳細 に行 うといった もの もある。 本報告 では、 この ような

特定の分野 に注 目 して詳細 な分析 ・解析 を実施 して いるもの につ いて も ミクロ調査 と して

取 り扱 うこととす る。 セ ミマ クロ調査 の中 に も同様な性質の ものが あ る。 この うちマ クロ

調査 は、前述 の よ うにほとん どの国で警察 による事故調査である ことか ら、本調査研究で

対 象 として いる当研究所で実施 して いる事 故調査 とは多 くの点で差異 があ る。 したが って、

本章で はセ ミマ ク ロお よび ミクロ調査を 中心 にその動向 を述べ る。

一4一



表2-1交 通 事故調査 の レベ ル

目的 対象地域 調査項目数 調査件数

マ クロ調査 ・事故発生 に関す る ・全 国 ・少 ・多

責任の明確化
・統計資料整備とそ

れ に もとつ く事故

防止策の策定

セ ミマ クロ調 査 ・マ ク ロ調 査 に く ら ・全国 または ・中 ・中

べ調査対象を絞り 地方
こみ、 より具体的

な事故防止策を策
定

ミクロ調査 ・特定の交通事故要 ・地方 または ・多 ・少

因について詳細な 特定地域
分析を行い、具体
的な事故防止策お
よび事故時の被害

`

軽減策を講じる

2.2各 国の交通事故調 査

(1)日 本

わが国で実施 されてい るセ ミマ クロ事故調査の代表的 な もの は、 自動車保険料 率算定

会が実施 して いる調査 である。 この調査 は、 自賠責保険の支払 いを受 けた全事故 を対象

と して いるため、調査件数 は100万 件を超 えてお り、保険金 の支払 いに関連 した調査

項 目が中心で はあるが 、重要な統計デ ータの一つであ る。

わが国で、継続的 に実施 されて いる詳細 な交通事故調査 は、運輸省がJARIに 委託

して実施 して いる調査 、建設省が実施 してい る調査、JARI独 自の調査な どがあ る。

ここで は、運輸省か らの受託調査な ど、JARIで 行 って い る事故調査 について簡単 に

述 べ る。

これ らの調査 は事故現場 での調査 を含め、事故 時の車両 に関連 した要因が 中心 とな り、

詳 細な事例調査 を実施 し、 自動車 の安全性 向上 に反映 させ ることが 目的 とな って いる。

調 査 は、警察、病 院 な どの協 力を得て主にJARI職 員が実施 してい る。調査対象 とな

る事故形態 は、 目的毎 に分析 テーマを定め、該 当す る形態を中心 に調査 してお り、調査

件数 は年 間約100件 程度で ある。

調査項 目は、①事 故の概要 ②車両 、環境、運転者 、同乗 者 、歩行者な どに関す る状

況 、③車両部 品の損傷 、乗員 との接触状況、④ ステア リング、前面 ウィン ドシール ドな

ど特 に重要 と思 われ る部 品の損傷状況 など、合計で500項 目以 上 とな っている。乗員等
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の傷害程度 の分類にはAbbreviatedInjuryScale(AIS)を 改良 したJ-AISが 用

い られてお り、車両の損傷程度 はバ リア換算衝突速度VB(一 般 にバ リア換算速度 と称

され てい る)に よってスケー リングされて いる。収集 されたデー タは種 々の観点か ら分

析 され、'報告書 と して とりまとめ られ公表 されて いる。

(2)ア メ リカ

ア メ リカにおけるセ ミマ クロ調査 の代表的 な もの は、NationalHighwayTraffic

SafetyAdministration(NHTSA:道 路交通安全局)が 実施 してい る、Fatal

AccidentReportingSYstem(FARS)で ある。 この調査 は1975年 か ら行 われてお り、

アメ リカ50州 、 ワシ ン トンD.C.お よびプエル トリコで発生 した ほぼ全死亡事故(4

万件 以上)を 対象 と してい る。 米国 における死亡事故の定義 は、乗員 、歩行者 などが交

通事故が原因で30日 以内 に死亡 した事故で ある。調査 はNHTSAが 事故データの収集

業務を委託 した コン トラクターが実施 してお り、警察の事故報告書を参照 し、所定 の調

査票 に必要事項を転記 し、不 足す る情報 を車両登録 ファイル、検死官報告書 な どによ っ

て補足す る。 この調査票 は、① 事故状況 、②車両/運 転者状況、③傷害者の状況の3種

類か ら成 り立 ってお り、 データは最終 的にはNHTSAの 統計解析セ ンターにおいて各

種集計 、分析が行われ、NHTSAの 交通行政 に反 映 され ると ともに、各種事故 デー タ

につ いては、一般に公開されて いる。 なお、事故 データの 中の プライバ シーに関す る情

報 は、 プ ライバ シー保護法 に もとつ いて完全に削除 されて いる。

米国 におけ る ミクロ調査の代表 的な もの は、NHTSAが 実施 して いるNational

AccidentSamplingSystem(NASS)と い う調 査である。 この調査の 目的 は、

① 層 別サ ンプ リング した事故事例 か ら全国的な事故の統計的推定 を行 う

② 既 存の 自動車安全基準 および道 路安全基 準を評価す る

③ 交 通傷害によって被 る社会 的損 失 を評価す る

④ 事 故事例 を もとに将来策定す べ き基準の優先度を定め る

⑤ 道 路環境の現状 とその推移 をモニ ターす る

とな って お り、 この 目的を達成 す るため全米を対象 と した調査体 制を整備 している。

このNASS事 故調査 は図2-1に 示す よ うに、幾つかの ブロ ックにわかれてお り、

NHTSAのNCSA(国 家統 計解析 セ ンター)が 全体 を統括 して いる。
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各種
コ ン トラ クタ ー

コ ン ピュー タ

八 一 ドウエ ア

コ ン トラ クタ ー

NHTSA

(NCSA)

調査員訓練
コ ン トラ クター

コ ン ピュ一 夕

ソ フ トウエ ア

コ ン トラ クタ ー

∀ ∠ご'

・警察 ・保険会社

・病院 ・事故処理会社

図2-1NASS事 故調査の組 織

実際 の調査 は、全 米36か 所 に配置 されたPSU(基 礎調 査ユニ ッ ト)と 呼ばれ る調

査 チ ーム(2～3名)が 実施 して い る。調査データの サ ンプ リングは、警察 に報告 され

た事故の うちか ら、①事 故に よる傷害程度、②事故被害の処理状況 、③車種 、④破 損車

両の牽引状況 の4項 目に着 目 し、 各項 目にっいて分類 され たデー タをコン ピュー タに入

力す ると、プ ログラムに したが って サ ンプルすべ き事 故が 出力 され る。 このよ うに して

調査 すべ き事故が特定 され る と、調査員は警察か ら事 故報告書の フル コピーを入手 し、

事故 の概要 、車両の搬送先 、傷 害者の移送先の病 院な どを確 認す る。 さらに調査員 は事

故現場 における調査、関係者へ の イ ンタビュー、事故車 両の調査 などを行 い、調査票 に

記入す る。PSUで は、 さ らに調 査データを コー ド化 し、マ イクロコンピュータに入力

し、電話回線を用いて コ ンピュー タコン トラクターに転送す る。乗 員などの傷害度 スケ

ール は、警察デー タで あ るKABCOス ケールのほか、AISが 用 い られて いる。車両

の破損状況のスケールには、 △V(後 述)が 用 い られて いる。

最終 デー タは、NHTSAか らMTの 形 で有償公開(実 費)さ れて いるほか、NHT

SAま た は外部 の コン トラ クタ ーか ら事故毎の詳細 ア ァイル を有償で入手す る こともで

き、 さ らにUMTRI(ミ シガ ン大学交通研究所)で は、NASS以 外 に もFARSな

ど も含 めた事故調査デー タが デー タベース化 されてお り、 このデータにっ いて は米国内

のみ な らず海外か らもコ ンピュー タ通信 によって簡単 にア クセスす る ことがで きる。

調査件数 は年によ って変 わ るが 、最近の2年 間は5000件 前後 とな って いる。 ちなみに、
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本調査 システムの総予算 は、1989年 は約12億3000万 円であ る。

その他、米国ではゼネ ラルモ ー ターズ(GM)に よ る自社製 自動車 について の事故調

査 、UMTRI}ご よ る特 定事故 に関す る調査な どが実施 され て いる。

(3)ド イツ. 、 ㍍

ドイツにお けるセ ミマ クロ調 査 の代表的な もの は、HUK(ド イツ 自動車交通保 険協

会)が1953年 か ら実施 して いる事 故調査であろ う。 この団体 は、 自動車事故低減 資料 の

収集 と分析 および自動 車の安 全対 策 な らびにその効果 確認 の資料を得 ることを 目的 に、

長年 にわた って各種の調査 を実施 して いる。調査 は保 険会社 の技術者 によ って行われて

お り、調査件数 は目的 に応 じて200～5万 件 とな って いる。 データは警察の調 査 データ

に専門家の意見、医学 的診 断結果 ごHUK技 術者の評価 な どを加 えた もの とな って お り、

HUKの コンピュー タにデ・ごiタベ 言ス化 されている。

ドイ ツにおける ミク ロ調査の代 表的な例 と して は、BASt(連 邦道路交通局)の 委

託でハ ノーバ ー医科大学が実施 して いる調査があ る。調 査 は・大学内に設置 された調査

、チー ム(医 師1人 、、機械工学 の専 門家2人 で1チ ーム)が 行 って いる。調査地域 はハ ノ

Tバ 都市圏.1(人口約55∴qoO人)、 で あ り・警察v消 防 か らの通報が コーデ ィネー タに入 り・

調査 を行 うべきか どう かの選択 を行 った後・調査チ ームに対 して無線で調査指令 が 出 さ

れ る。調査 チーム は事故現i易に赴 き、必要 な調査 を行 うとと もに・後 日補足情報 を調 査

すtt。 調 査チニム の待 機時 間は10時 間であ り、その間に起 こった事故が対象 とな る。本

調査の 特徴 は・tt事故 の現場 で調 査 を行 う体制が整 って いる ことと・.調査チTム に医師が

,含まれてお り、救急 医療 システ ム.と直結 して いる点であ ろ う。調査件数は・1987年 以降

約1,300件/年 で あ る。 .、./・.'H

(4)イ ギ リ ス 、..tl .1'、1..一.・.'-L

イギ リスには、2っ の代表的な.ミクロ事故調査 があ る。 この調査 はバー ミンガム大学

とラフボ ロー大学 を中心 に実施 されて お り・政府 と自動車業界の 資金を得て・ 自動車の

安全開発 とその効果 を確認す る ことを 目的と して いる。調 査 は両大学の周辺地域 を対象

と し、バ ー ミンガム本学で は都市型 の事故 ・ラフボ ロー大学では郊外型の事故 を中心 と

trし、死亡 事故のすべて 、重 傷事故 の50%、 ・軽傷事故 の20%程 度を カバーしてい る。調 査

は、乗 員の傷害、車両 の破損状 況な どを中心に、追 跡調査 を行 ってお りぶ警察 、病 院、

保険会社な どの全面 的な協力の もと に実施 されてい る。・'f・ …1
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これ らの 調 査 で は、 車 両 の 損 傷 スケ ー ル に はVDI(VehicleDeformationIndex)が

用 い られ 、 乗 員 の 傷 害 スケ ール はAISお よ びAISを もと に計 算 され るISS

(InjurySeverityScore)とMAIS(MaximumAIS)が 記 録 され て い る。

調 査 デ ー タ はTRRL(交 通 道 路 研 究所)に 集 約 されて 総 合 的 に デー タベ ー ス化 され

て お り、 民 間 か らの デ ー タへ の 直 接 の ア クセ ス は 自動 車業 界 は可 能 で あ り、 他 はTRR

Lに 解析 を 依 頼 す る こ とで 利 用 す る こ とが で き る。 調 査件 数 は・ 年 間850件 程 度 で あ る。

(5)そ の他

以上述 べた調査の他、世界各国で各種のセ ミマ クロ、 ミクロ調査が実施 されてお り、

その代表的な もの を表2-2に 示す(上 記調査 も含む)。

'2
.3交 通 事故調査技術

交通 事故調 査を実施す る場合、乗員の傷害 や車両 の損傷状態を どの ように表現 す るか、

また各種の調 査デ ータを得 るの に、 いかに精度 よ くかっ迅速 に測定す るか など、交通 事故

調査 をす るための各種技術が開発 されてい る。本節 では、これ らの技術につ いて概 説す る

とと もに、将 来開発が期待 され る技術などについて も簡単 に触れ ることとす る。

2.3.1乗 員 等 の 傷 害 スケ ー ル

(1)Abbr6viatedInjuryScale(AIS)

AISは1969年 に開 発 され て か ら、何 回 かの 改 良 が加 え られ 、 現在 詳 細 な事 故調 査 で

最 も広 く用 い られ て い るス ケ ール で あ る。AISは 傷 害 程 度 を0～9ま で の カ テ ゴ リー

に 分類 レ、
.?れ そ れ0:傷 害 な し、1:軽 微 、2:'中 程 度 、3:重 傷 だ が 生 命 に異 常 な し、4:重

傷 で生命 が危険、5:危 篤で生存があやぶ まれ る、6:死 亡(24時 間以内)、9:不 明 とな っ

て い る。 また、体の部分を外皮、頭部(頭 、顔、 目、耳)、 首(頚 椎、の ど)、 胸 部

(胸 部 器官)、 腹 部(腹 部/腰 部 器官)、 脊 椎(頚 椎 、胸 椎 、 腰 椎)、 四 肢(上 肢/下

肢 、骨 盤)に 分 類 して い る。

わ が 国 の運 輸 省/JARI事 故 調 査 で使 用 され て い るJ-AISは 、 初 期 のAISを

参 考 に して 、傷 害 の程 度 を よ り細 分化 した もの で 、0:無 傷 、0.5:微 痕 、1.0:軽 傷 、1.5:

中等 傷1度 、2.0:中 等 傷2度 、2.5:重 傷1度 、3.0:重 傷2度 、4.0:重 篤 、5.0:危 篤 、

6.0:死 亡1、7.0:死 亡2、8.0:死 亡3、9.0:死 亡4、9.9:不 詳 と分類 して い る。 このJ

-AISはAISへ の換 算 法 が定 め られ て お り
、 相 互 比較 が可 能 で あ る。
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表2-2各 国 の ミ ク ロ 調 査 の 概 要(そ の1)

I

s
|

日 本 米 国 英 国

総務庁 撒 醐 消防庁 蹴 GM その他 Bimi・g㎞ 楼1ω ・ghb・r・・gh大 学

主
な
目
的

・交通安全対策

の策定

・建設行政

道路安全施策

・運輸行政

自動車安全施策

・防災行政

消防防災施策

`

その他
①自動車保険料率算定会(保険料率

、自賠責保険支払い

議 ・ ンター
などの学識団

(テーマ

・(交 通安

局)
た

めの基準策定資料

・自動車安全開

発自動車
の安全対

策及び効果確認
鮒

'

・㎜ ～1など各

州事故データベ
ース化や特定テ

ーマについての

調査など

・自動車の安全開発及び効果確認のた

めの資料収集

調
査
の
種
類

麓麟
調査など(
団)

艶鵠織
上の事故調査
躍灘 皇
係わる原因調査
②車両構造に係わ
る事例調査

擶㍊智
としての調査

・白総 繁 用)麟 §孝=多.㈱
・CDS

③ ㎝RD(CrashAvoid

anceResearchData

)

儒のMIC保 険子会社が中心とな

った調査

自動車交通安全動向ある
いは自

動車安全開発の
ためのデータベ
ース及び資料

・自動車を中心とした調査

T田～Lの中のステアリングコミッティ

を中心に調査内容、方法等が検討され
、決められた調査フォーマットが使用
される。

酬
に関する提言など

調
査
期
間

委託調査が多く
、内容によって
期間が変わる

通年 通年
罐 勘間

通年 ①、②通年

③4年 間分ぐ85～'
88)

通年 ・各州のデータ

ベースは通年
・その他は特定

期間

通年

地域 一
主に高速道路上撫 ・全国

購 によ禰 わる
鍵 ・㈱繊

鋼 全国、特定地域 特定地域(主に9㎞ じboroが 中心
であるが、他に5箇 所が拠点)

件
数

内容によって取扱件数
が変わる墾辮 攣瀞

救急救助の必要
な交通事故

白 い対象事故
(証明の必要な専

一ーマによって変わる

①ほぼ全死亡事故約
4α000万件

㌶ 瞥Zリ ング

詳細事例約
LOOO件/年

各州の事故など 全件数として、850件/年
∬㎞L'boroが それぞれ200件/年
その他の5箇 所で残りの件数がカバー

される。今までに約4500件 の調査

調査

員
等

一

道路公団職員 ・繋罐
②JARI職 員

都道府県の消防署職員 ①自算会出先機関(約1,300人)

②警察および安全運転センター
韻③
一

象(鞠i縛 呈
よる、約200名)

③ 編集作業による

は保険

は論難
¶家による

o

各種研究機関や
その他の団体等
による。

・自動車事故調査専門家(大 学の研究

室で事故調査チームが構成されている)

備

考

警察庁の事故統
計などを使った
テーマ別分析なま

た

基本的なデータ
は警察資料にも
とずく抵 道路
付帯設備等に関
する資料が収集され
ている。幾
つかの資料にっ
いては、公表さ
れているが、原
則として公表さ
れていない。

①定型フォーマ
ットでマクロ的
な調査であり、
その集計結果に
ついては、一部

公表されている

o

②車両構造装置
に関する詳細事
例調査であり、
集計結果等にっ
いては報告書と
して公表されて
いる。

各部道府県の消防本部
での救急.

救助活動状況の
調査の一貫とし
て、交通事故の
状況が調査され
ている。

チ

?蟹艦 齢躍翻
案施され、その中の約5%程度が
支払い適性化のために詳細調査され
ている。

②物損事故を含めた全交通事故
の件数等が把握されている。

鑑 了紮繧争9勢纏蒙
実施されたりしている。

醐&N榔(GE&CD
S).㎝ ～Dデータの項

目 ・内容については
、決められたフォー
マ ットに従って調査
'されている

。フォー
マ ットは不定期に修

正されている。不定

期に特別調査力桁 わ
れている。海外から
オンラインのデータ
アクセスができるよ

うになっている。

・調査は保険会

社を通じて行わ
れる。
・調査対象は㎝

車のみ、相手方
の調査は行われ
ない。
・詳細調査の他
に約12000件/
年の概要調査が行われ
ている。

NH岱AのC駅Dデ
ータは、これら

の各州データに

もとついてデー
タベース化され
ているが、事故

予防に関する調

査内容にっいては
、現在㎜SA
の方 でも見直し

を進めているが
、詳細は不明

・対象事故にっいては、①乗用車、②
牽引の必要な車、③事故統計データと
対応できる傷害別サンプルなどが設け
られている。
・調酬 象は、輌 ・乗員のみであり

、警察、病院、検視官、修理工場、関
係乗員からの協力が得られような体制
が作られている。
・なお、これらの他に特別詳細調査も
不定期に実施されている。

どがあ

、交通 など

の研 進めら
れ、'事 故低

減に ・る提言
などカ ー れて
いる。

一
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表2-2各 国 の ミ ク ロ調 査 の 概 要(そ の2)

.

フランス 西 ドイツ スイス ス ウ ェー デ ン カナダ フィンランド

lNR酊S APR Hannover医 科 大 学 HUKVerband ベ ンツ Zurich大 学 Volvo Saab 大学の共同 VALT

主
な
目
的

・交通安全行政 ・自動車の安全対

策及び効果確認資
料収集

認澱 白鍵
安全対策のための
データバンク作り
)

'醗 農繁

びに効果確
認

賠i繰 上欝聯繋魏
が主な活動となってい
る)

自動車の安全対策及び効果確認資料 自動車の安全対策
及び効果確認資料

テーマ別の自動
車の安全性評価

フィンランドにお
ける交通安全対策
の増進

調
査
の
種
類

①事故の発生プロ
セス
②衝突時の被害状況

③事故統計

車両の安全装備・
構造装置に係わる
澱

纏瓢 療饒
明等を行うための
事故の詳細調査

目的に応じた統計
調査及び詳細事例
調査

皇饗編 鐘織i騒kた 轍 自 メーカーによ
る 事例の詳
統計調査

も並行 て進めら
れている)

皇饗薩繊
細調査
麟塞繊
細調査

全死亡事故

調査

期
間

通年 通年 通年 通年 通年 通年 通年 通年 一 通年

地
域

調査目的により地
域を分けている。

特定地域 特定地域 西 ドイツ全域 目的に応じて地域
が決まる。

Zurich地 区 を 中心'く Gothenborgを 中心 特定地域 各大学の所在地
域

全国

件数

件/年
600件('70
～今まで)

亡事故

4難 鍵2
いては、1NRETSと

協 同して実施。

'87年 以 降1
.300

件/年
目的に応 じて、
200～5万 件とな
っている。

詳細事故事例調査
では100件/年

約80件/年 詳細事例約
2000件/年

約100件/年 2400件/年 全死亡事故

調
査員

等

羅 簸¶家
自動車事故調査専
門家

自動車事故調査専
門スタッフとHam

顎笑鍵 び

保険協会のエンジ
ニア

メーカーの事故調
査員。死亡事故に
っいては法医学関
係者の協力

警察、大学(工 科系、
医学系)及 び救急隊の専
門家

メーカーの事故調
査専門家

メーカーの事故調
査専門家

大学の調査員 特別な調査チーム
(警 察、自動車技
術者、道路/交 通
技術者、医師)

備
・

考

・事故多発地点の

抽出とともに、こ
れらの地点におけ

る重点的な交通安
全への取組がなさ
れている。
・鯛査データがデ
ータベース化され

、 ミニテルネット
ワークでアクセス

できるようになっ
ている。

・重大事故につい

ては、フランス全
土力噺 家となって
いる.
・Peugeot!Renaul

t車 のみの調査が
主体となっている

o

・安全ベルト、ヘ
ルメット、アンチ
ロック、歩行者保
護など立法のため
の基礎資料
・自動車メーカー

に対する情報提供
・救急医療対策資

料、傷害状況と傷
害成因との傷害メ
カニズム解明資料

轡曇織 秦k
の 負 ・一

調査は自社の車が関与し
た事故に限

定されている。こ
のような調査目的
が警察にも理解さ
れ、円滑な調査が
実施されている。
以前ぐ81年頃ま
で)は 人 ・環境に
っいての調査がさ
れていた

・事故調査 ・捜査方法

の開発改良も同時に進
められている。特に画

に力

・調査は24時 間の

待機体制
・重大事故はスウ

ェーデン全土
・対象はVolvo車

の車両 ・乗員のみ
で相手方の調査は

最ノ1覗のデータの

ぞネラ。ク、バス
等の事故 も重要と
なっている。

・パー トタイムの

医者の参加がある
・モデルイヤー毎

の事故分布の分折
・調査票としては

、側のロングフォ
ームが参照されて

いる。
・調査は救助活動

と並行 して進めら
れる場合もある。

・数年前までは

ピックアップ ト
ラックとパ ンを

鹸
・現在は乗用車

を対象
・データはNew

Bnmswick大 学
に集められる。
・部外者は、
Transport(遠na
daに コ ンピュ
ータ操作を依頼

する。

・保険業界が最大

のスポンサーで、

他に会社、政府機
関、市民の協力に
よる。
・道路上または公

共の場所で、自動

耀 与した死亡
・3日 以内の死亡

が原則。4～30

日の死亡 も状況に
よって調査対象と

する。

車 ・
故 ・ ・
パス よど

がある。
・解析対象は道路

環境、車両乗員の
みで相手方の調査

は少ない。

が入れられている。
・二輪車、歩行者事故な
どが主な対象。
・事故一件毎の詳細調

査解析
・179年 か ら2年 間で

約410件 の特別調査が

実施された。



(2)MAISとOAIS

.MAIS(最 大AIS)は 、乗 員な どの各部傷害のなかで最 大のAISを さす。 この

指標 は米国のNASS調 査な どで使用 されて いる。

OAIS(総 合AIS)は 、複 数の傷害 を総合 した指標であ るが、 その判定 は熟練 し

た医師でなけれ ば難 しいとされてお り、現在 はほ とん ど利用 されて いない。

(3)InjurySeverityScore(ISS)

ISSは1974年 にBakerに よ って提 案 され た 、 傷 害 の総 合 的 指 標 で あ る。ISSは 体
ご

の各 部 のAISの うち 、上 位 三 番 目 まで のAISを 用 い、ISS・2(AISiO+AISBU+AIScO)

と計 算 され る。 体 の 部 分 は、1～6ま で の カ テ ゴ リー に分類 され る。

(4)OccupantInjuryClassifiCation、(OIC)

OICは1973年 に、 ミシ ガ ン大 学 のMarshに よ って 開発 され た傷 害 分 類 法 で あ る。 こ

の分類法は主に体の部分を詳細に記述するよう工夫されており、4っ の英文字のあとに

AISズ ケール をつ けるも ので あ る。 た とえば・壊れた ウィン ドシール ドと接触 して・

左 目をAIs-2σ ～程度 で傷 うけた場 合 は、FLLE-2と 表示 す る。

(5)そ の他の傷害 スケ"ル'

KABC .Q・r米 国で広 く用 い られて い るスケールであ り、警 察の事 故調査 、1、NASS)

FARSで も こ の}〈.ケ ー ル ま た は 拡 張 さ れ た ス ケ ー ル が 使 用 さ れ て い る。

tそ の 他
、NeΨYorkState"CQdingScheme(NYSCS)、ComprehensiveInjury

Scalビ(CIS)gTrauma .lbdex(TI)、Cu㎜ulativeIlluneミsRatingScale(C

IRS):な ど 多 く の 傷 害 ズ ケ ー ル まtglは 傷 害 指 標 が 提 案 さ れ 、、使 用 さ れ て い6。.

(6)各 国 で用 い られ て い る傷 害 ス ケ 「 ル

日本 で は 、警 察 の 事 故 調 査 の 傷 害 分 類 は 、 死 亡 、重 傷 、軽 傷 、 無 傷 の4段 階 ス ケ ー ル

を 、JAR'1(わ 調 査 な どで はJ-・A"1・'S・ が 用 い られ て い.る。`"

米 国で は、 警 察 デ ー タ はKABCOX.ケ ー ル 、NASS調 査 で は、KABCO、AI

S・MAI,S:S,ilssお 麺 ・rdカ"1用 い られ・入院鯛 ・死 亡 までの時 間・休暇 日数

などのデーダで補 足 されてい る
.・・、F今RS調 査 は警察デー タが基本で あ り(KABC

O)、 入 院の有 無 と死亡 までの時 間で補足 されてい るd
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西独 のHUK調 査 で は、修正AISお よびOSIと よばれ る初期のAISに 類似 した

傷害スケールを用 いて いる。

]
2.3.2車 両の衝突 の激 しさの測定 と車 両損傷 スケ ール

衝突の激 しさを測定す ることは、事故調査 にお いて重要な要素で ある。事故調査 におい

ては、 この衝突の激 しさは事故後の車両 の損傷状態か ら決定 しな くて はな らず 、衝 突 に際

してどの程度 の力が作 用 したか を表現 してい ること、 また その測定法がすべて の衝 突形態

に対 して適 用で きる こと、衝突の激 しさが簡単 に算 出で きること、 さらに測定 結果 は定量

的で あることが望 ま しいなどの要求があ る。 これ らの要求をほぼ満足 して いる測定法 には、

衝突 によって車体が 吸収 したエネルギーを基礎 に したバ リア換算速度 と、衝突 中の車両の

速度変化を用 いるデル タVが あ り、多 くの ミクロ調査で用 いられて いる。

(1)バ リア換算速 度(VB)

VBは 、対 固定壁衝突換 算速度 、実効衝突速度 、EBS(EquivalentBarrierSpeed)

な どさまざま呼 称が あ るが、 ここで はバ リア換算 速度 と呼ぶ ことにす る。 このバ リア換

算速度 は、1974年 にCampbellが 提 唱 した測定法であ り、衝突前に 自動車が持 って いた運

動エネルギ ーが、衝突 中の車体の塑性変形で吸収 されたエネルギ ーに等 しい車両速度 と

して表現す る。 具体 的 には、バ リア換算速度 は、その名前の とお り車両同士の衝突 であ

って も、その損 傷が バ リア(固 定壁)に 衝突 した結果生 じた もの と して、 その損傷程度

を生 じるバ リアへ の衝 突速度 に換算す る ものであ る。

このバ リア換算速度 は、最初前面衝突 について適用 されたが、後面衝突、側面 衝突に

つ いて も適用 で きることがその後 明 らかに されて きた。バ リア換 算速度の考 え方 が成立

す るための条件 は、た とえば前面衝突 の場合 を考え ると、車両重量で補正 したバ リア衝

突速度 と前面 っぶ れ量 が ほぼ比例関係 にあ る必要があ り、 この ことは各種の車 両を用い

て確認 されて いる。 また、バ リア換算速度 は自動車の前面すべて にわ た って衝 突 してい

ないような形態 に も適 用で きることは確認 されて いるが(た だ し、 オーバ ラ ップ率25%

以上)、 自動車の前面 部が トラ ックな どに衝突 して もぐり込んで しま うよ うな事 故形態

には適用す るこ とがで きな い。

事故車 か らバ リア換算速度を推定す るに は一般 に図式表現 され た推定法が用 い られ る。

図2-2は 、現在JARIが 実施 している事故調査 にお いて使用 されて いるバ リア換算

速度推定用 の 自動車前面部 のエネルギ吸収分布 であ る。 い ま仮 に車幅1.4m、 重量

一13一



1500kgfの 自動車が、事故 によ って全幅 にわ た って20cm永 久変形 して いた とす る。 この

変形 によ って吸収 されたエネルギEは 、図2-2の 上か ら2段 分の数値 を合計 した1976

に車幅 を乗 じた2766kgf-mと な り、VBは 、

　部前(
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図2-2自 動車の前面部 と後面部のエネルギー吸収分布

VBニrmg「=2×9.8×2766f500

・6m/s・22㎞/h

と推定 され る。

(2)デ ル タV(△V)

デル タVは1973年 、Prost-Dameが 提唱 した測定法で あ り、衝突に よ って車両 に損傷 が

生 じて いる間の速度 変化 と して定義 され る。 このデルタVは 、車 一軍衝突 にお ける衝突

の激 しさを測定す るのに適 してお り、非弾性衝突 で摩擦がな いと仮 定す ると、運動量保

存則か ら、

△V、=(1/(1十ma/mb))×V。 ・

とな る。 こ こで、 △V、 はa車 の △V、、m、はa車 の質量、mbはb車 の質量 、V。 はa車

とb車 の相対速度であ る。

この式か ら、衝突 した2台 の車両重量が等 しい場合(m、 ・mb)は 、

△Va=△Vb・=Y2V、

とな る ことがわか る。 これは重量 の等 しい車 両が、片方が停止 し、他方がV。 で正面衝

突 した場合 と、車速%V。 同士で正面衝 突 した場合、両ケース とも両 車両の損傷程度 は

ほぼ同程度 になるという事実 と一致 し、 自動 車め衝突 の激 しさの測定 法 と してはす ぐれ
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た もの といえよ う。

しか し、実 際の事故現場では重量比 は簡単 にわか るが、車両の相対速度 は不明であ り、

この ままの形 で は実用的で はない。そのため事故調査では、前述のバ リア換算速度を求

め るときに使 われ る車体吸収 エネルギか ら、 △Vを 算出す る方法が用 い られ ている。カ

ル スパ ン社(米 国)が 開発 した、CRASHと い うプログラムで は △Vの 算 出に次式を

用 いて いる。

△Vニ2El+E2ml1+YIMiY2m2

こ こで 、 Yiニki2/(hi2十ki2)

Ei・ 車 体 で 吸 収 され た エ ネ ル ギ

mi・i車 の 質 量

Yi二 非 対 象 衝 突 時 に、 車 両重 心 に対 す る

衝 撃 力 モ ー メ ン トに伴 う衝 撃 フ ァクタ ー

hi=衝 突 中心 と車 両 重 心 の オ フセ ッ ト量

kiニ ヨ ー回 転 半 径

i・1,2は そ れ ぞれ 車 両1と 車 両2を 表 す

この △VはNASSの 調査で用 い られ ているほか、NHTSAな どで各種 の研究 に使用

されて いる。 ただ し、 △Vは 回転が支配的 な衝突、 ロールオーバ お よびかす めた り側面

を こす るよ うな事故形 態に は適用 で きない。

(3)車 両損傷 スケール

CollisionDeformationClassification(CDC)一 米国 自動車技 術者協会(SA

E)の 推奨規格J244で 定め られてい る車両損傷 スケールであ り、① 衝突時の力の方向、

②変形部位 、③前後 また は左右方 向の変形場所 、④上下 また は左右 方向の変形場所、⑤

損傷分布の一般的 な形 態、⑥損傷 のひろ さ、の各項 目にっいてそれぞれ い くつかの カテ

ゴ リー分類が されて お り、対応 した数 字 と英文字 を組み合わせた7カ ラムの記号 により

車両 の損傷程度 を表 す ものであ る。

HUKの 車体変形分 類 一 最 も損傷 の激 しい部分 について、軽微 ～全損 までの5段 階

の評価 を行 う。

STATS-19の 車 体変形分類 一 英国運輸省で使用 してい る調 査票の分類方法で

あ り、 この分類法 は変形 の場所 を特定す るの に、以下の8つ のカテ ゴ リーを用 いてい る。

0:な し、1:前 面、2:後 面、3:反 運転席側側面 、4:運 転席側側面、5:屋 根 、6:床 下、7:全
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四面

2.3.3事 故現場、破損車 両の測定技術

交通事 故現場 の見取 り図や事故車両の損傷状 況の測定 は、事故調査 にお いて重要 な調査

項 目であ る。 これ らの測定 には、巻 き尺 や物 差 しな どを使 った測定法の ほか、 ステ レオカ

メラを用 いた写真測量法 な どが用 い られて きた。 しか し、 これ らの方法 は測定 に時間が か

か った り、装置が高価で あ るなどの問題が あ る。本節で は、従来か ら使用 されて きてい る

ステ レオカメラと、今後技術 的進展が期待 されてい る、写真による測定法 の例 にっいて述

べ る。

(1)ス テ レオカメラ

ステ レオカメラは、 図2-3に 示す よ うに金属製の基線管の両端 に2個 の同 じカメラ

を、光軸 を平行 に して 固定 した もので ある。 カ メラの間隔は120cmが 基本 で、用途 に応

じて各種の ものがあ る。 ステ レオ カメラに使 われ る乾板 は、温度 による伸縮が小 さ く、

平面度の よい特殊 ガラスが用 い られて お り、有効画面 は60×80㎜ 程 度の ものが一般的で

あ る。

●

図2-3ス テ レオ カメ ラの 例・
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この ステ レオカ メラに よ って撮影 された二枚の原画か ら、三次元 の実体寸法を再現す

るには、立体三角 測量 の原理で、実際には機械式の実体 図化機 とよばれ る装置を用 いる。

最近 はこの実体 図化 機 に コ ンピュー タを取 り入れた もの も実用化 されてお り、今後 さ ら

に改善 され るもの と考 え られ る。

ステ レオカ メラ は、 わが国で は各都道府県警察本部 で採用 されて お り、事故調査 の分

野で は事故現場見取 り図の作成が主 体であ るが、その他 タイヤ痕の模様、深 さ、大 きさ

の測定、路面の 凹凸状況 の測定、車 両の変形状態の測定 などに広 く応用 されてい る。 図

2-4に 交通事故現 場見取 り図の作成例 を示す。

交 通事 故現場 図
{

`
8

捲 正 元 象 斌1-ln4Ut

ゴ 覇'綜 良 芦竺 ≒≡一 』=
一
凡 例 距 離
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,.ΩΩ旦≦≡.i垣=
o旦9≦Lワ 導路

⑪～⑬'応
③

x乙55メ ー トル

■①①
万「⑦④一否

ll■ ■'

袖 貝 地点 『
一 ス リv7'痕

'.o".・ ・..

◇⑳
サw力 孤

塁 島田餓

図化縮尺
●go ●● 10●

作成月日

作成 者

昭 和 年 月 日

一
図2-4ス テレオカメラによる事故現場見取り図の作成例

(2)事 故現場見取 り図の写 真測定

ステ レオカ メラが事 故現場の見取 り図を作成す る上で有効であ ることはすで に述べ た

が、 ステ レオカメラ は図化機 も含め ると数 千万円程度す る上、 カメラ自体がか な り大型

であ るため、機動性 にか ける きらいがあ る。 そのため、 もっと簡便 に事故現場の見取 り

図を作成す るための技術 開発が要望 されてお り、各種の手法が開発 、市販 されてい る。

現在市販 されて いる システムの多 くは、基本原理 はステ レオカメラ と同様立体三 角測

量法を用 いた もので、異 な った二地点か ら撮影 した二枚 の写真 を用 い、地上 の参照点
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(実 際には路面上の レー ンマー クなど も利用)を 利用 して道路線 形 などを作図す る もの

で ある。現在市販 されて いる最 も簡便 な事故現場見取 り図作成 システムは、一枚の写 真

の 中に複数 の参照点(道 路上 に4点 程度 のマー クを置 く)を 写 し込 み、その位置関係の

情報 か ら事故現場見取 り図 を作 成す る もので、図2-5は その一例 であ る。 ただ しこの

システムで は、精度が さほ ど期 待で きない ことと、現場全体が見 わたせ ること、対象範

囲が同一平面内にあ ることな どの条件が必要で あるため、利用範 囲が限定 され る。

VUvom

in

8eteiユigte

Ausgeweptetdu「hch

ern

22,8.ig87

80ppelsenZH,Otelfingepstp.

iTneichlenPeten/2SchlattePHeinZ

WmM,Ge「 ・mann

26.1t.1988

UFO75888.6

/
、

　　
{

'～"響 ア
ー ー一 一、s "心

Unfaユ10todienstKantonspoユ ±zelZueriehMassstsb1:t50x:Eichpunkte

図2-5単 眼カメラによる事故現場見取 り図の作成例

(3)車 両損傷程度の写真測定

前記 ステ レオカメラは、車両 の損傷程度 を測定す るの に も使用で き る。 しか し② で述

べ たよ うな理 由か ら、車両損傷程度 の定量 的測定につ いて も、 もっと簡便 な技術が開発

され る ことが望 まれて いる。

車両の損傷程度 を測定す るための原理 はい ろいろと考え られ るが、実際 に利用の簡便

さなどか ら、写真 を利用す る方 法が最 も可能性 があるといえ よ う。現在研究 されてい る

システムの基本原理 は、現場 見取 り図 と同様立 体三角測量法を応用 した ものであ る。

図2-6に 示 した測定例 は、24×36㎜ の測量用 カメラで、車両周辺 か ら5組(10枚)

の写真 を撮 り(ス テ レオカ メラの ように固定 された二台の カメラは使用せず、一台のカ

一18一



メラで場所 を移動 して 撮影)、 それ らの写真上の参照点、測定点 な どをデ ィジタイザ ー

で読み取 り、コ ンピュータ処理を行い、車両原形図 に重ね合わせて プロ ッ トした もので

あ る。

この方 法では、車 両への マー クの張 りつけな どの準備 と写真撮影 に約30分 かか った と

報告 されてお り、従 来の方法 では測定に約1時 間程度要 していたの に比べて時 間的に も

短縮で き、 さらに測定精度 が三次元 的に15㎜ 程度 と従来の方法 よ り向上 した とされて い

る。

この ように、事 故車両 の原図 と損傷程度が コンピュー タで作図 で きれば、車 両のつぶ

れ量の算 出 も自動 化で きる可 能性 があ り、 したが ってバ リア換算速度 やデル タVの 推定

など も自動 的に行 うこ とが で きるよ うにな る。

図2-6単 眼カメラによる事故車両の損傷状況測定例

ただ し、 この方法 は まだ研究段階であ り、実用化す るにはさ らに改良が必要 なよ うで

あ る。 また、 この方法 は事故の現場や、修理工場等の車両置 き場な どでの利用 は難 しい

と考 え られ る。

2.4事 故調査デ ータの処理

前述 のよ うな調査方法 、調査内容で得 られた事故調査デ ータは全て何 らかの形で コ ンビ
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ユ一夕ファイル化 されてお り、集 計や統計解析が行われている。

データの コ ンピュータによ る取扱 い につ いて概要 を述べ る。

本節では、この事故調査

(1')NHTSAの 事 故 調 査 デ ー タ

NHTSAが 実施 して いる事故調査 はFARSとNASSで あ る。 図2-7と 図2-

8は それぞれFARSとNASS事 故調査 デー タの流れを示 した ものであ る。

リそ一`

データ入力

`,一 ミナル入力】

`デ 一 夕チsツ ク1

『

r-一 一 一 一 「
`コ ン ピ ュ ー タ ー`

1コ ン ト ラ ク ターt

τ

A

NHTSAUMTRI

NCSA(統な ど10ヵ 所

計解 析セ

ンター)

・マ スター フ7イ ル

・プログラム開 発

コン トラクター

ー
デ一夕収集コントラクター

図2-7FARS事 故調査におけるデータの流れ

PSUE入 力

「 一{マ イ・ン}NASS敬 踏
'
1デ ー タ管理 コン トラクタ_

■ 該(旭 　 　
l

l-一:Wis,i

iPSUZ。neC,r、er
r--

1{マt=ン}{コ ンビarタ_)

l

L」 竺=竺竺.._]i三 王塑 迭」
呼 一一一一← 調 査 資料 一式 の 経路

⇒ 一ー一一ー コー ド化 さ れた電 算 デ ー タの経路

NHTSA・

{NCSA}

'マ スター フ ァイル

・テー プ

調査資料一式

管理コントラクター

RDE:RernoteDitaEntry

図2-8NASS事 故調査におけるデータの流れ
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このよ うに して蓄 え られ た事故調査デ ータは、情報公開法 に基づ いてプライバ シー情

報を除 いて一般 に公開 されてお り、NHTSAの 統計解析 セ ンターお よび外部 コ ン トラ

クターか ら各種の情報 を入手す ることがで出来 る。外部 コン トラ クターの代表 はUMT

RIで あ り、 こ この デー タセ ンター には上記FARSやNASS事 故調査 データ以外 に

も各種の事故調 査情報 がデー タベー ス化 されてい る。 これ らの 各種データベ ースは米国

内の コンピュー タネ ッ トワー クであ るAUTONETやTELNETな どを通 じて国内

外 か らコ ンピュー タ通信 で簡 単にア クセスで きるよ うにな って い る。 この事故データを

ハ ン ドリングす るシステム はADAAS(Automated .DataAccessandAnalysis

System)と 呼ばれて お り、表2-3に 示すよ うな簡単な コマ ン ドでデ ータベ ースをア ク

セスす ることが出来 る。

表2-3 ADAASコ マン ドの例

comm) DESCRIPTION

LlST

MESSAGE

MIDAS

MTS

NEWS

PRINT

RELEASE

s!tLT

SMAC

旦eSS
STATUS

STOP

SUBSET

TAPE

ム旦OVAGeneratesanalysisofvariancetables

旦エVARPr◎ducesbivariatetables(seealsoTWOWAY)

CODESDisplayslabelsforagivendataset

CRASH3TheCRAS}13accidentspeedreconstructionprogram

旦ムTAProvidesaccesstosystemorpr・ivatedatasets

旦旦SCR工BEDisplayson-1ine'documentation

PBIVESDisplaystape-driveinformation

EILESDisplaysdatasetfileinformation

HELPDirectsusertotheDESCRIBEco㎜and

LIBRARY,A1ユ ◎wsforthemanag.ementofaprivateuser

libraryofdatasets
● ●

TAPELIS'T'

TWOWAY

UNIVAR

VINTRANS

匹REF

Producesalistingofadataset

TosendamessagetotheTransportationData

Center

lnterfacesADAAS∨ithMIDAS

TemporarilyreturnsADAAStoMTS

Displaysinformationonrecentsystemupdates

Copiesoutputtoterminalorlineprinter

Releasesthecurrentdataset

Controlsvariousaspectsofprograrnoperati◎n

TheSMACaccidentdynamicsreconstruction'

progra「n

工nterfacesADAAS∨iセhSPSS

Providesaprintoutofthesystemstatus

Terminatesprogramexecution

Producesasubsetofadataset

Providesforexternaluseof.AbAAStapes

Tolistthecontentsofa凧agnetictape

Px●oducesbivariatetables

Generatesunivariatefrequencydistributionsand
コ ロ

statlstiCS
TheVIND1(:ATORV.1.Ntranslationprogram

Generatesacrossreferencedictionaryli5ting
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UMTRIの デ ータフ ァイルは、オ リジナルは リレー ショナル型で あ るが、 このADA

ASを 用 いた検索 に利用す るフ ァイル は、オ ンライン検索を考慮 して図2-9に 示す よ

うな フラ ッ ト型の もの を用 いてい る。 また、 このデー タセ ンターに は各種の解析用 ソフ

トウエアが用意 されて お り、検索 したデー タをオ ンラインで解析す ることも可能であ る。

ACCIDENTRECORD{oneperaecldent)

A㏄idgnt

Informatbn

VEHICLERECORD{on●pervehlcl●)

lC蒜蒜。十1濡 濡 こ,十D「罐 篇 ㍗nt

1蒜 蒜。+1よ濡 ㌫+D「 罐=㍗n`≡ ロ"●●●●"
●●●●"■ ■●■"■"""1● ■■朋II""1● ●"`■ ■●1朋 ■●■1"■ ■●●●●
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1壽蒜9n十1謡 講;,十h2篇;,十 篇器瓢

ll聯 盟,+1濡 温+h㍑;,+蒜 瓢i
ぼ."■ ・・・・・….・.朋.・ ・一・.…"・ ・…`・.■ ・lll."1・ ・…"朋 ・..・."・=

…1論蒜2。 十1よ濡 ㌫十1,㌫嵩;,十篇㍑認 ≡
酔.…1・`■ ・・tellse・"."・.lll■ ■■・・"・ … ■・…lttttll■ ・・H・e・ ・Bl=

…1=蒜.+1よ:㍑,+。 ㍑;。 十 篇瓢 ㌍
5.●."● ■■"● ●●IIII● ■・■tt."●"● ●・●■".■ ●・竃●●・・●■●●●●eltl■"・ …,

図2-9UMTRIに おける事故調査データ構造

(2)ハ ノーバ医科大学 の例

ハノーバ医科大学で実施している事故調査のデータについては詳細な内容は報告され

て いな い が 、 デー タ の 論 理 構 造 は 図2-10に 示 す よ うに階 層 型 とな って い る。 この デ

ー タ は市販 のRDBMSで あ るSIR(ScientificInformationRetrieval)シ ス テ ム に

よ って 管理 され そ い る。
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ハ ノーバ医科大学の事故調査 データ構造
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(3)OECDに お け る交 通 事 故 デ ー タベ ー ス

OECDの 道 路 交 通 研 究 プ ロ グラ ムの ひ とっ と して 、一 貫 性 の あ る交 通 と事 故 の 統 計

調 査 デ ー タベ ー ス に関 す る枠 組 み につ い て の 、1987年 と1988に 開 催 され た専 門 家 グル ー

プT8の 作 業 に基 づ い て、IRTAD(lnternationalRoadTrafficandAccident

Database)が 構 築 され る こと に な った 。 この デ ー タベ ー スで は、検 索 の 目的 に応 じて、

10種 類 の 検 索 用 フ ァイ ルが 用 意 され て お り、例 え ば全 て の ソー ス デ ー タを 対 象 にす る

場 合 は、 図2-11の よ うな デ ー タ構造 で集 計 す る。 また図2-12は この フ ァイ ルを

検索 す るめ の 命 令 セ ッ トで あ り、 基 本 とな って い るRDBMSはSIRで あ る。

SIRでDBで
の名称 の名称

LowerVaria-
Levelble

10万人当たり
負傷事故

10万人当たり
負傷事故

SIR:ScientificInformationRetrieval/RDBMS

図2-110ECDに おける事故統計 データ構造

Demo7・ エet

10RETR工EVAL

20PROCESSCASEL工ST=1,2,4,5

30PROCESSREC2

40COMIPU,rEL=LAND

50COMPUTEJ=JAHR

60GETVARSGTAB

70PERFORMPROCS

80ENDPROCESSREC

90ENDPROCESSCASE

lOOVAL■DVALUESL(1,2,4,5)

■10VALIDVALUESJ(70,71,72,73,74,75,76,77
,78,79,80,81,82,

83,84,85,8 .6,87,88)
120TABU工ATEGTABBYJ,L/

130F工LENAME=DEMO7.TAB/

140ENDRETRIEVAL

図2-120ECDの 事故調査統計 データベース検索命令セ ッ トの例
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(4)JARIの 事故調査デー タ

JARIの 事故調査 データの論理構造 は図2-13に 示す ような階層構 造 にな って い

るが、物理構造 はこれ らのデー タをフラ ッ トフ ァイル と して格納 して い る。付録Aに 調

査票 とコー ドブ ックの一部 を示す。

事故概要および環境一
歩行者、自転車 二輪車および乗員の概要 事故車両および運転者関係
幼児用三輪車等の概要一

乗員 ・歩行者等の情報

乗員 ・歩行者等の傷害関係

乗員 ・歩行者等の接触関係

前面窓 ガラス ステア リング フー ド ドア タイヤ シートおよび 車両火災

年少者補助乗車
装置

図2-13JARl事 故調 査デ ータの論理構造

2,5働)日 本 自動車研究所(JARI)で 行 っている事故調査デ ータの特徴

JARIで 行 ってい る事故調査 は、事故時の車 両構造 と乗員の傷害 の関係 を明 らかに し、

結果を運 輸行政 に反映 させ ることを 目的に して い る ことか ら、車両構 造 と乗 員傷 害 に関連

した項 目が非常 に詳細 に調査 されてい るとい った特徴 を持 ってお り、調査項 目の点か らみ

る と、各国で実施 されて いる同種の事故調 査 に比べて も遜 色のない もので あ る。 しか し現

在実施 されて い る調査 は、年 間の調査件数が約100件 であ り、統計 デー タと しての価値

は必ず しも高 くない。

この よ うに、統計 データと して よ り、詳細 な事例調査 と しての特徴を もっ事故調査 デー

タのデータベ ース化 を考慮す るに際 して留意すべ き点 は、統計的な解析が一応 で きるよ う

に してお くことは当然 であ るが、む しろ事例調 査 と しての各事故の持つ情報 をいか に して

正確かっ多面 的に検 索こ集計 で きるよ うにす るか といった点であ り、 この よ うな観点か ら
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デー タベ ースを構 築すべ きであろ う。 したが って、事故調査か ら得 られた各種の情報 、つ

ま り数値 や文字化 された情報 だけでな く、事故現場の写真や見取 り図 、事故車両の損傷程

度 の写真、乗員 の傷 害 に関す る情報 な ども含 めたマルチ メデ ィアデータベース システムを

指向 してい く必要 があ る。

しか し、各 国で実施 して い る事 故調査 の うち、JARIの 調査の よ うな詳細事例調 査を

指向 している調査 にお いて 、上記のよ うなマルチメデ ィアデータベ ース システムを構 築 し

て いる例 はな く、その点で は参考 とな るよ うな事例 はな い。

一方、マルチ メデ ィアデータベース システムの中心 とな る、数値 、文字 データのデー タ

ベ ースと して は、大規模 な調 査解析 システムを構築 してい るUMTRIな どは独 自のデー

タベースを作成 してい るが 、ハ ノーバ 医科大学やOECDな どの交通事 故データベースは、

汎用のRDBMS(SIR)を 利用 し、一般 のユ ーザがデータをハ ン ドリングす る場 合は

基本データか らビューを作成 し、 ビューに対 して検索を行 うよ うな方式 を とって い るよ う

であ り、その ための簡易 言語 を用意 して いる。 この ような例 もあ る ことか ら、JARIで

行 っている事故調査 デー タをデータベ ース化す る場合 、汎用のRDBMSが 使用で きる可

能性 が高 い。
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3.事故調査 データのデータベース化 におけ る課 題 と対策案

前章で述べ た調査 の結果、 ほぼ各国で実施 しているセ ミマ クロお よび ミクロ調査の調査

内容、調査 の規模 な どが明 らかにな った。 また その調査 データを どの よ うな形でデータベ

ース化 しているか もあ る程度 明 らか にな った。

本章で は、JARIで 実施 して いる調査 にっ いて、現状の技術お よび将来の技術見通 し

などを勘案 しなが ら、問題点 の整理 とその対策案 にっいて、調査時の問題 も含めて検討 し

た結果 を述べ る。

3.1事 故調査時の課題

3.1.1調 査票記入 時の課題 と対 策案

交通 事故調査 は、事故現場、警 察、病 院お よび事故車両保管場 所な どにおいて実施 され

る。調査結果 は調査 票 に記入す るが、 この とき次のよ うな課題 、問題が発生す る。

①調査票の誤記 入

・調査票 ごとに調査番号を記入す るた あ、っ い番号 をまちがえ る

・記入項 目間 に論理的な誤 りが あ って も気づ かない

1
・記入 もれがあ って も気づかず 、乗員一名分 、車両一台分の デー タが完全 に欠落す る

ことがあ る

②車両破損状況計測時 の問題、課 題

・測 定時 間が かか る

・測 定精度が悪 い

・変形状況 が複雑 で測定が困難な場合があ る

③破損車両の変形前 の形状を カタログ等か らもとめ る必要 があ る

④現場見取 り図作成時の問題、課題

・時間がかか る

・測定精度が悪 い

これに対 して、技術的 に考 え られ る対 策案 と しては以下のよ うな ものがあ る。

① ・事故毎 に事故 番号 を記入 した調 査票を もたせる

〔検討課題 〕事 故形 態(被 害 者数、関係車両数など)を 予 め知 る ことが難 しいため、

調 査票にむだが生 じた り、調査票が不足す ることが予想 され る

・ノー トパ ソコ ン、ハ ンデ ィパ ソコ ンなどに現場でデータを入 力す る

〔メ リッ ト〕現場 にお ける簡単 なデー タの論理チ ェ ック、 レンジチ ェック、記入 もれ
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の注意 を うながす ことが 出来、誤記入防止が増進 す る。 またDBへ のオ

オ ンライ ンア ップ ロー ドが可能 になることか ら、デー タ転送時の ミスを

な くす ことが 出来 る。

〔検討課題〕パ ソコ ンの操作が調査員の負担 にな らないか。 各種測定 を しなが らパ ソ

コンに入力す ることが可能 か。バ ッテ リー駆動 にな るため、動作 時間が

短す ぎる。 また野 外での使用 に耐 えうるデ ィスプ レイの輝 度が必要。 さ

らに事 故現場 での使 用であるため、あ る程度 の防水性が必要。

② ・ステ レオカメラの利用

〔検討課題〕 ステ レオカ メラはほぼ全国の警察本部等で使用 されてお り、技術的 にも

かな り確立 されて いる。 しか し、価格が2000万 円以上 と非常 に高価

であ ことと(図 化機 を含む)、 ステ レオカ メラ本体 が比較 的大型である

ことな どか ら、機動性 にかけ るき らいがあ る。

・単眼 カメラや ビデオ カメラで撮影 した画像 か ら測定す る

〔検討課題〕研究段 階の もの はい くつか報告 されてい るが 、現段階 では技術が確立 し

て いない。

③ ・車 両形状 に関す るDBの 利用

〔メ リッ ト〕車外、車 内 ともDBを 利用す る ことがで きれば解析時間が大幅 に短縮で

きる。 また、写真(ビ デオ)に よる測定技術が確立 され 、 このDBと 組

み合わせ られ るよ うになれば、測定時間が短縮す ると同時 に測定精度が

大幅 に向上す る。

〔検討課題〕 この種 のDBは 利用者が極めて限定され ることか ら、商業ベ ースで作成

され る ことは期待で きない。

④ ・ステ レオカ メラの利用

〔検討課題〕上記② と同 じ。

・単眼 カメラや ビデオカ メラで撮影 した画像 か ら測定す る

〔メ リッ ト〕すで に市販 の システムがある。

〔検 討課題〕 ス リップ痕 などが写 真に うま く写 るよ うに、路上 にマ ーキ ングな どをす

る必要が あ り、使用 で きる状況が限 られ る。

3.1.2調 査票作成時 の課 題 と対策案

事 故調査時および、事務所 におけ る作業で事故調査票が完成す るが、 この時点で以下の
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ような課題 、問題があ る。

①車両固有 の諸元デ ー タの調査 を諸元表か ら転 記 しなければな らず、多大の時間を要す

る。

②事故状 況を総括す るための票(事 故概要総括票)を 作成す ることが あるが、 この票の

該当項 目をオ リジナル調査票か ら人手 で書 き写す たあ、時間が かか ると同時 に転記 ミ

スの可能性があ る。

③現場見取 り図の作 成 に時 間がかか る。

④車両破損状況図作成時の 問題

・時 間がかか る'

・精度が悪 い

これ らの課題 に対 して 、次のよ うな対策案が考 え られ る。

①車両諸 元DBの 利用

〔メ リッ ト〕調査時 間の大幅な短縮が可能、転記 ミスがな くなるな ど改善効果は大 きい

もの と予想 され る。

〔検討課題〕本 と して は販売 されてい るので、利用者 側の体制(パ ソ コン等の普及)が

整えば フ ロッピィーな どの メデ ィアに変 わ る もの と考 え られ る。

②DBか らの一貫作成

〔メ リッ ト〕現場見 取 り図、車両 破損状況な どがDB化 されていれば、デス ク トップパ

ブ リッゾングソフ ト(DT・P)を 応 用す ることで可能 にな り、対費用効果

は極 めて大 きい。

〔検討 課題 〕3.1.1の ② 、③ および④の課題を ク リアす る ことが必 要。

③写真か ら現場 見取 り図を作成 す る

〔メ リッ ト〕線 画情 報 と してDB化 されて いる ことで 、保存性、後処理での利用価値 は

大 き くな る。

〔検討課題〕 ラス ターイメ ージで は拡大縮小が面倒 であ り、で きればベ ク トルイ メー ジ

で保存す ることが望 ま しい。技術 的に はさほど困難 さはないので、実現の

可能性 は大 きい○

④写 真か ら変形量 を算 出す る

〔メ リッ ト〕線画情 報 と してDB化 されて いれば、総括票の 自動作成が可能 になるだけ

でな く、車両の衝 突速度 などを算 出す ることに も利用で きる。

〔検討課題〕写真か ら変形量を計測す るための技術 開発が必要(事 故現場 向 き)。 また
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変形前の車両形状がDB化 されて いるこ とも望 ま しい。

3.1.3デ ータ入力時の課題 と対策案

調 査票が完成す ると、 そ こに記載 されて いるデータを コンピュータ処理 す るために、キ

ー入 力 して い くことにな る
。現在 この作業 は手作業 によ って実施 してい るが、 この時点で

次 の よ うな課題 、問題が ある。

① 手作業 によるデータの打 ち込み

現在、 データの打 ち込み は手作業 によって行 って いるが、 それ に伴 う課題 と して、

・時 間が かかる

・調 査 ファイルがば らば らにな り、後の整理が大変

② デ ータの妥 当性チ ェ ックの問題

他の データベ ースと同様 、事故調査 データベースにお いて も、 いか に正確 なデータを

入力す るがが最大の ポイ ン トにな る。現在 この段階で実施 して いるデータの妥当性チ

ェ ックは以下の二項 目で あるが、非 常に簡単なチ ェ ック しか実施で きてお らず、 さ ら

に高度化 をはか る必 要が ある。

・論理チ ェ ック(一 貫 性チ ェ ック)

・値チ ェ ック(レ ンジチ ェ ック)

③ デー タ修正時の問題

現在 、当研究所の中央 電算機を用 いてデータ処理 を実施 してい るが、 ダ ンプ リス トの

中か ら誤デ ータを見 つけ出 し、修正 して いるため、修正 の際再度入力 ミスを犯す。

これ らの問題 に対す る対策 案 と しては次 のよ うな ことが考 え られ る。

① 、②調 査現場でのパ ソコンによるデータ入力

〔メ リッ ト〕3、1.1対 策案①の メ リッ トと同 じ

〔検討課 題〕3.1.1対 策案①の検討課題 と同 じ

コン ピュー タ上 のデータに間違 いが生 じる可能性 は、調査現場 および事務 所 における

調査票作 成段 階、 データの入力時が考え られ る。現在 これ らのデー タ ミスを最小 限に

す るために、各段階で データチェ ックを行 って いるが、 コンピュー タデー タにな った

時点で最終 チ ェックを十分 に行 う必要があるが、特 に論理チ ェック(一 貫 性チ ェック

)に っ いてはその方法論 を含めて妥当な手法が な く、人工知能 などの技術 が この よ う

な場面 に適用で きるよ うに進展す ることが望 まれ る。

③EWSな どの利用
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EWSを 用いればデー タをデ ィスプ レイ上 に調 査票 イメー ジで出力す ることがで き、

修正 ミスを最小限に とどめ る ことが可能にな る もの と考 え られ る。

3.2デ ータベース上の課題

本節で は事故調査デ ータをデー タベース化す る場合 に検討 すべ き課題につ いてのべ るが、

事 故現場情報や事故車両の取扱 い に関す る課題 について は将 来案 も含めて述べ る こととす

る。

3.2.1デ ータボ リューム

現在実施 して いる事 故調査 は、調査項 目が最 大で500項 目以上 あり(事 故の規模 によ

り増減す る)、 デ ータボ リューム は、ほぼ表3-1に 示す よ うな規模である。

表3-11事 故当た りの データボ リューム

調査票 有効バイ ト数 デ ィス ク専有

最低 5枚 300bytes 400bytes

最高 200枚 12,000bytes 16,000bytes

平均 30枚 1,800bytes 2,400bytes

ただ し、デ ィス ク専有バ イ ト数 は現 在の フラ ッ トフ ァイルにおける見積 もりであ る。 また

調 査件数 は、

①過去のデー タ数 平均100件/年 ×17年=1,700件

②今後 の予定数 平均1000件/年 ×10年=10,000件

で あ り、正味のデー タ量 と して は、25MB程 度 であ る。 しか し、汎用のRDBMSに 移

行 した り、さ らに使 いやす さを向上 させ ようとす ると実際 には次の ような項 目に関す るデ

ー タボ リュームを考慮す る必要が あ る。

① 各事故において、事故 の概要 やデータ項 目群 に対 す るコメン トを必ず残す ことが肝要

であ り、 これまで調査 票に記 入 していた これ らの コメ ン トをデータベー ス上 に残す よ

うになると、必要 なボ リュームは飛 躍的に増加す る。

② 各データ項 目はほとん ど数値 データとな ってい るが、それ らの数値デ ータの意味 内容

,を表の形で データベ ース上 に残す ことにな ると、項 目数が多 いたあ必要 な メデ ィア容

量 は無視 出来 ない量 となる。

③RDBMSは 一般 に冗長度 が高 まるが、 これ によ るメデ ィア容量の増加 はシス テム設
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計 に依存す るため、 プロ トタイプ作成の段階で十分 に検討す る必要が ある。

④事故現場見取 り図を画像情報デ ータベ ースの一貫 と して取 り扱お うとす る場 合、写真

情報 はラスターイ メージで、線画情報 はベ ク トルイメー ジで保存す ることにな るが、

必要 とす る容量 は大幅 に増 加す る。

⑤車両破損状況につ いて も、写真情報 はラスターイメー ジで、測定値 と しての破 損状況

はベ ク トル イメー ジで保存す ることにな り、やはり必 要 とす る容量 は大幅に増 加す る。

現在利用で きるデー タ蓄積 メデ ィア容量の点 か ら考え ると、EWSク ラスの磁気 デ ィス

クで1GB程 度 、光磁気 デ ィス クで650MB/枚(数 十 枚実装可能な メデ ィア もあ る)

程度であ り、写真情報 な どのデー タベー スに利用 されてい る光デ ィスクな どの利用 も考え

ると容 量 自体 はさほど問題にはな らない と考 え られ るが、 検索な どの速 度が実用 的な レベ

ルを確保で きるかど うかについて、今後 プ ロ トタイプ作成 の段階で十 分に検討す る必 要が

あ る。

3.2.2検 索要求、分析 ・解析要求

(1)検 索要求の例

事故調査データベースで要求される検索内容は、単純集計、クロス集計が基本である

が、検索時の条件づけが非常に複雑であり、この点を考慮 した検討が重要である。実際

に要求される検索の条件例を以下に示す。

・車種別、形状別、事故関係車両台数及び乗員数

・年式別、車種別、形状別車両台数

・車種別、形状別、衝突方向 ・破損部位別事故関係車両台数及び乗員数

・年式別、車種別、形状別、衝突方向 ・破損部位別事故関係車両台数

・前方形状別(ボ ンネッ ト、キャブオーバ)乗 用車、バ ン型車、 トラックの前方衝突

車両と小型乗用車、普通自動車、小型バン型の側面衝突車両との発生件数

・上記、前面衝突車両の事故直前速度累積発生率

・上記、前面衝突車両の衝突速度累積発生率

・側面衝突車両の衝突側乗員の被害部位と傷害程度(最 大傷害と全傷害に区分)

・側面衝突車両の衝突側乗員の最大傷害程度別(J-AIS)の バ リア換算速度の累

積発生率

・側面衝突車両の衝突側乗員の最大傷害程度別、車室内侵入量とバリア換算速度との

関係
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・側面衝突車両の反衝突側乗員の被害部位と傷害程度(最 大傷害と全傷害に区分)

・側面衝突車両の反衝突側乗員の最大傷害程度別、バリア換算速度の累積発生率

・側面衝突車両の反衝突側乗員の傷害度スコア別、車室内侵入量とバ リア換算速度と

の関係

(2)集 計、出力様式の要求

事故調査データベ ースで要求 され る集計 、出力様式 には以下の よ うな項 目が あ り、 こ

れ らの要求を満 たす ことを考慮 しなが らシステム設計 を進め る必要 が ある。

・単純集計

・クロス集計(複 雑な クロス集計 を含む)

rヒ ス トグラム、累積頻度分布1

・散布 図、積み重ね グラフ

(3)解 析要求

事故調査データの解 析 は次に示す ような比較的一般的 な解析手法で あ る。 したが って

ほとん どの要求に対 して は、汎用の解析用パ ッケー ジソフ トで十分 に対応 で きると考え

られ る。

・有意差検定

・ダブルペア検定

・数量化理論

・回帰、重回帰分析'
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3.2.3事 故現 場 情 報

現状

○事故現場で簡単なポンチ絵を描き、必要な寸法を巻尺で測定する

○事務所で定規などを用いて清書する

問題点

○手書きであるための問題(時 間がかかる、出来ばえの個人差、修正が面倒)

○電子ファイル化が困難(単 にスキャナーで読み取 っただけの情報ではあまり

価値がない)

口
改善試行

○花子による現場見取り図の作成一付録B

効果

○出来ばえの向上、縮尺 ・表示法の統一

〇電子ファイル化

○
将来 案

○専用CADソ フ トの開発

ODBと の リンク

ODTPソ フ トとの リンク

研究

○現 場で何枚 かの写真 をとり、

デ ィジタイザーで必要ポイ ン

トを読 み取 り、 ソフ ト的に見

取 り図 を作成す る

口
将来案

ODBと の リンク

ODTPソ フ トとの リン

ク
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3.2.4事 故 車 両 情報

現状

○事故車両置場において、外部変形部位の変形深さを約20cm間 隔で測定

○車室内についても必要ポイントにっいて測定

○事務所で測定結果を車両の5面 図に手書 きでプロット

問題点

○測定に時間がかかる

○測定精度が良 くない

○電子ファイル化がしにくい

v
将来案1・

○車両5面 図をディスプ レイに表示 し、測

定ポイントの値を入力して関数補間で変

形量を記述

○電子ファイル化

整備

○車両5面 図のDB

口
将来案ll

O写 真⇒変形量

○車 両5面 図 にオ ーバ ラ ッププロ ッ ト

○電 子 ファイル化

研究

○写真から変形量を算

出する技術の開発

∈ヲ
○事故車両の変形量情報が電子ファイル化できる

○出力図面が各種報告書に直接利用できる

○衝突速度(VB、 △V)の 算出が標準化で きる

○複数事故の変形状況の重ね書きなど、これまで手作業

で実施していた作業が効率化される
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3.2,5事 故現場、事故車 両等 の写真 の保管

現状

01事 故で車両写真約90枚 、現場写真約10枚(平 均)

○ネガ、プリン ト両方の形態で保管

利用価値

○調査票記入時の確認

○現場写真:事 故要因 ・原因の検討資料

○車両写真:現 在DB化 されていない項 目で、将来DB化 または詳細分析を行い

たい項 目の再調査資料(例 ・衝突時のオーバラップ量等)

問題点

○プ リン トした写真の保管スペースが膨大

○検索に時間がかかる

v
将来案

○電子ファイル化

○事故調査データベースとのリンク

問題点

○光ディスクへの保管(ア ナログ)⇒ プ リン ト出力を期待するとシステムが高価

○光磁気ディスクへの保管(デ ィジタル)⇒ 圧縮技術が確立 していない

⇒記憶容量が膨大
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3.2.6後 処 理 上 の課 題

現状

大型電算機

手

入

力 パ ソコ ン

・検 索 ・集 計 表 ・ク ロス表 ・散 布 図 ⇒ ・表計算 ・グラフ作成

問題点

○手入力による誤入力 ○手入力であるため、大量データの後処理は事実上不可

▽
将来案

○全ての機能をEWSに 集中

・DBソ フ ト さらに将来

・表計算 ソフ ト ・事故現場写真⇒図面化ソフト

・統計計算 ソフ ト ・事故車両写真⇒変形量算出ソフ ト

・図表 作 成 ソ フ ト

・DTPソ フ ト

・写真保 管、検索 ソフ ト

3.2. 7リ モ ー ト検 索"
'

デ一 夕ベ ースジステムの構 築の よ うな大規模な システム設計 に当た って は、費用等の条
A

件の許す範囲でシステムの拡張性や柔軟性をあらかじめ確保 しておくことが技術的に肝要

である。この意味で、将来事故調査体制が拡充され、多岐にわたった解析担当者が各自の

オフィスで事故調査 データを検索 し、それぞれの 目的に沿 った分析 、解析を実施 したい と

い う要請が高 まることも考え られ、そのよ うな活用形態 に も対応 で きるシステ ムとてお く

ことが望 ま しい。そのためには リモ ー ト検索 が不可欠 であ り、デー タベ ース化 に当た って

は、将 来の リモー ト検索 を念頭 にお いて システム設計 を行 う必要があ る。 この場合問題 と

な るのは、EWSク ラスでDBを 構築 した場合、オ ンライ ンリモ ー ト検索 の待 ち時 間が許

容範囲にな るか どうか とい った点で あ り、 この点 も考慮 した検討が必要 であ る。

3.3そ の他 の 課題
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事故時 の車 両 に関連 した情報 と して は、変形量 、車両諸元 などの ほか に、

①衝 突時の速度を、バ リアに全面衝突 した場 合の衝突速度 に換算 したVB

②車 両相 互の衝突にお ける、それぞれの車両の衝突中の速度変化 △V

があ るが 、実際 に事故が どの よ うな時間的経過で生 じたか とい った情報を、数学 的 シ ミュ

レー シ ョンによ って求め る手法が い くつか開発 されて いる(AccidentReconstruction)。

代表的 な シ ミュ レー ションソフ トは、

①CRASH3(米 国 カル スパ ン社)

②MacCAR(西 ドイツ)

があ る、,JARIに お いて も、 この種の シ ミュレー シlliン丁法 はほぼ マ スクー してお り、

ソフ トウエアの整備 は、 シ ミュ レー シ ョン結 果を ビジュアルに表示す る部分を除 けば 、比

較的短期 間に行 うことが出来 る。

この よ うな事故再現計 算を、全ての事故にっいて実施す る必 要があ るか どうか は議論の

余地が あ るが、事故解析 に は重要な情 報であ り、事故調査デ ータベ ースに どの よ うな形で

関連 させ てい くか今後検 討 して い く必 要があ る。

ドイツのハ ノーバ医科 大学の デー クベー スには、事故再現 というカテゴ リーが あるが、

その内容 はJARI事 故調 査におけ る事 故車両関係調 査票の項 目に類似 した ものであ り

(内容的 にはやや詳細)、 上記 ンミュ レー シ ョン結 果をデ ータベー ス化 した もので はない。

、
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▲ 事故調査 データベースの将来像

本章で はJARI事 故調査の内容を念頭 にお いて、事故調査 は将来 どのよ うな手法で調

査 をお こな い、 どのよ うな形態の データベ ースと して い くのが望 ましいか とい った点 につ

いての検討結果を述 べ る。

4.1事 故調査 データベースの将来像

事故調査 データを有効に活用 してい くことを念頭 に置いた、データの精度 向上、合理化

な どの観点か ら見 た事故調査データベースの将来像(10年 程度)は 以下のよ うな もの と

考 え られ る。

4.1.1事 故調査技術の将来像

事故調査は、①警察における概要調査、②事故現場における事故状況調査、③病院にお

ける乗員の傷害程度の調査、④事故車両保管場所における車両損傷程度調査があり、この

調査形態は基本的には将来とも変わることはないと考えられる。

しかし、調査技術の点では次のような改善策があり、これらの将来像は経済的効果を別

にすれば、技術的には比較的近い将来実現できるものと考えられる。

(1)調 査現場 におけ る各種 デ ータの入力方法

現在実施 してい る事故調査で は、調査現場で 調査票 に記入 している。 この調査票 を も

とにデータ入力を し、 コ ンピュータによ る集計 を行 って いるが、データの コ ンピュータ

入力まで に何回 も人手 を介す るため、その都度 誤 りが生 じる可能性があ る。 したが って 、

調査の時点で直接 コンピュータ入力 しておけば、少 な くと もそれ以降の入力 ミスは防 ぐ

ことがで きる。ただ し、現 在の ラ ップ トップパ ソコ ンやハ ンデ ィーパ ソコ ンをただち利

用す る ことは、前章 でのべた よ うな い くつか の問題点が あ り、 さらに改良 され ることが

望まれ る。

ノ

(2)事 故現場見取 り図の作成

事故現場の 見取 り図 は、現在手作業で作成 してい るが、事故現場がすで に通常の交通

環境 に もど ってい る状態で は詳細 な測定 は難 しく、時間がかか るわ りには精度が乏 しい。

この点 を改善す る一つの方法 は、事 故現場 の写 真か ら見取 り図を作成す る技術 を取 り

入れ ることであ り、すで に市販の システム もあ る(外 国)。 しか し、この市販の システ
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ムはJARIの 事故調査の形態に適用す るには若干改良が必要であり、近い将来の課題

のひとっであろう。

(3)車 両損傷程度の測定

事故車両の損傷程度のうち車両の外観の変形状況は、衝突方向、衝突程度などを明ら

かにする上で重要な情報であるが、現在は手作業で測定しており、測定に時間がかかる

と同時に測定精度が十分ではない。

この点を改善するための手法としては、事故車両を写真撮影しコンピュータ処理によ

って変形量を測定する技術が研究されっっあり、今後その技術が確立された時点で調査

手法のひとっとして導入することが考えられる。

4.1.2デ ータベ ース生 成時の将来像

調 査現 場で収集 して きたデー タは、 プライバ シーに係 わ る情報が削除 された資料 を もと

に、後 日各種 の整理 を してデー タベ ースに入力 され る。 この時点 にお ける作業 と しては、

①事 故車 両の諸 元調査 、②事故車両の変形 前の寸法調査 、③各種写真類の整理 、④事故概

要総括票 の作成 な どが あ り、 これ らの作業を合理 化す る手法 としては以下の よ うな ことが

考 え られ る。

(1)事 故車両 の諸元調査

事故車 両の諸元 は、市販 の諸元表に従 って当該車両 にっ いて必要項 目を調査 し、デ「

夕べースに入 力 して い る。 現在 この諸元 表 は本 の形で販売 されてい ることか ら、一般利

用者側 の要求が高 まれ ば、 フロ ッピィーデ ィス クなどのメディアによ る販売 は技術 的に

はなん ら問題 はない もの と考 え られ、 この時点 で コンピュータによ る自動検索 とそのデ

ータの事故 データベ ースへの取 り込 みを行 うことがで きるようになろ う
。

(2)事 故車両 の変形前の寸法 調査

事故 を起 こ した車両 その ものの寸法測定 は、事故車両保管場所 で実施 で きるが、変形

前の寸法 にっ いて はカタ ログなどか ら求 めてい るのが現状である。 この カタログなどに

記載 されて いる車体5面 図 がデータベース化 され るよ うにな ると、変形量 の測定技術の

向上 と相 ま って、測定時 間、測定精度 などが飛躍的 に合理化 され る もの と考え られ る。
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(3)各 種写真類の整理``

事故調査で は、事故現場 および事 故車両 にっ いて膨 大な写真が蓄積 されて い く。 この

写真情報 につ いては現在 アルバ ムな どに整理す るに とどめてい るが、検索や焼 き増 しに

時間が かか ること、保 管場所の面積 が年 々増加す るな どの問題があ り、改善が期待 され

ている。 この問題 を解 決す る手段 のひ とっ と して電子 フ ァイル化が考え られ るが 、現状

の廉価 な システムで はプ リン トア ウ トの質が悪 いため、合理化 にっながるか ど うか疑問

であ る。 現在 この種 の技術 はハ イ ビジョンテ レビ技術 を用 いるな ど、近 い将来飛躍的な

技術的向上が期待で きるため、'その動向 に注 目 しっっ導入の時期 を決定 して い く必要が

ある。 ・

4.1.3デ ータベ ースの将来像

事故調査デ ー タの データベ ー スと して将来期待 され る機能 は、ひと くちでいえばマルチ

メデ ィア対応 データベ ースである といえよ う。すなわ ち、単純 に数値化 された り、文字化

された情報だ けでな く、'線画情報 、写真情報 、さ らに将来 的には ビデオ情報などを 含んだ

デー タのすべ てを一括 して管理 で きるシステムであ るといえよ う。 しか し、線 画情報、写

真情報 などは事 故調査 番号 等にそ って検索 、出力で きれ ばよい とい うた程度の要求であ る

ことか ら、高度 なデー タベー スシステム と して組み込 む必 要 はない。

これに対 して、検索 結果な どの後 処理においては各種 の要求 があ り、 もっと も大 きな課

題 は事故概 要調査票(付 録C参 照)を デー タベー スか ら作成す ることであるが、 その ため

には車両損傷状況および事故現場見取り図の線画がデークベース花されていることが必要

で ある。 その他の 出力要求の例を付録Cに 示す6

以 上 の べ た 事 故 調 査 デL夕 の デ ー タベ ー スの 将 来像 を ま とめ る と、 図4-1の よ うに な

る。 ・

4.2事 故調査 データベースの将 来像へ の シナ リオ

事故調査 デー タのデー汐ベ ースの最終 的な将来像 は、周辺技 術に左右 され る部分 も多 く、

かな らず しも時 系列 的に実現 で きるとは限 らないが 、技 術的難易度 も考慮 して各 ステ ップ

で実現す べ き項 目を まとめ ると以 下の ようにな る。

(1)ス テ ップ1
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調査一
警察 にお ける概
要調査

事故現場 におけ
る事故状況調査

事故車両保管場
所における損傷
程度調査

病院におけ る乗
員の傷害調査

、

`

ノ ー トパ ソ コ ン
・ハ ンデ ィ ー パ

ソ コ ンへ の 入 力

事故現場'計測用写

真撮影

破損車両
計測用写
真撮影

乗員傷害調
査票

各種写
真情報

e

事 故 調 査
デ ー タ処 理 用
コ ン ピュ ー タ
シス テ ム

現場 見取 り図
作成 ソフ ト

車両破損状況
測定 ソフ ト

'

'

車両破損状況
保存 ソフ ト

∈

〉

車両寸法
DB

、'

現場見取 り図
線画

車両破損状況
線画

車両諸元
DB

e

)

デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト 線 画情 報 保 存
・検索 ソ フ ト

写 真情 報 保 存
・検 索 ソ フ ト

' 、

1モ ー ト検 索

事 故 再 現 シ ミ ュ
レー シ ョ ンソ フ

ト
統合 ソフ ト∈

表 計算 ソ フ ト 統計解析 ソフ ト

図表作成 ソフ ト

、 '

DTPソ フ ト

出カー

単純 集 計 ・
ク ロス集 計
な ど

散布 図
ヒス トグラム
総括 票

事 故状 況 シ
ミュ レー シ
ョン結 果

統計解析結
果

写 真 ハ ー ド
コ ピ ー

図4-1事 故 鯛 査 デ 一 夕 ベ ーny－ス の 将 来 像
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最 も優先度の高い項 目は、汎用 もし くは専用のDBMSに よるJARI事 故調 査デ ー

タのデータベ ース化であ ろ う。 この際、一般の事故調査 メ ンバー全員がSQLな どの言

語 をマスターす ることは困難で あ るため、UMTRIで 行 って いるよ うな検索用簡易言

語(ADAAS)に よる検索がで きるようにす る必要 がある。

この システムが完成 した段階で 、表計算 ソフ トや統計解析 ソフ トとの リンクをはか り、

っついて、図表作成 ソフ ト、DTPソ フ トとの リンクを検討 、実施 して い く。

(2)ス テ ップ2

現場見取 り図の作成 は2つ の ステ ップにわ けて進 めることが考 え られ る。 すなわ ち、

現 在手書 きで作成 して いる事故現場 見取 り図を、市販の簡易CADソ フ トを さ らに事故

現場見取 り図向 きに特化 し、 と もか く現場見取 り図 をベ ク トル イメー ジで保存で きるよ

うにす る。 この段階 まで完成す れば、DTPソ フ トと リンクさせ ることでデ ータベ ース

か ら事故概要総括票 を作成す ることが95%可 能 とな る。 さらに、次の ステ ップ として

事故現場の写真か ら現場 見取 り図を作成す るソフ トの開発 を行 い、技術が確立 した時点

で この手法に置 き換えてい く。

同様 に、事故車両の破損状況 につ いて も、最初 の ステ ップと して簡易CADソ フ トを

開発 しEWS上 で損傷状況を図面化す る。 この最初 のステ ップが完成す ると、事 故概要

総括票をデータベースか ら作成す ることが可能 にな る。次 に写真 などか ら変 形状況を計

測す る技術 に関す る研究 を行 い、その技術が確立 した時点で その手法 に置 き換えて行 く。

この段階では、車両寸法 のDBが 利用可能にな って い ることが望 ま しい。

(3)ス テ ップ3

各種写真情報の保存技 術の安定化 をま って、写 真情報保 存 ・検 索 システムを作成 す る。

この項 目につ いては、現在の技術 で もコス トを無視すれば可能であ り、 どの時点で導入

す るか は、情報量の増加 と経済効 果のバ ラ ンスで決定 され る もの と考え られ る。

(4)ス テ ップ4

事故再現情報 につ いて は、最初 △VやVBな どの計算を 自動化 し、その後事故状況 シ

ミュ レー ション結果をデー タベ ース化 して い く。

(5)ス テ ップ5
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周辺技術の進展 にと もな って、車両諸元DBの 活用、 ノー トパ ソコンやハ ンディーパ

ソコ ンへの調査現場 でのデータ入力 を計画、実施 してい く。

また、事故調査 にかかわ る社会情勢 や調査体制の拡充な どに ともな って、 リモー ト検

索の実施 も検討課題 とな って こよ う。
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5.プ ロ トタイプ作成 の予備 的検討

2,5で も述べ たよ うに、い くつかの事故調査において汎用のRDBMSを 利用 してデー

タベース化 してい る。 そ こでJARI事 故調査データをデ ータベー ス化す るにあた って、

汎用のRDBMSが 適 用可能 であ るかど うかを、市 販のRDBMSで あ るORACLE

(商 品名)を 導 入 し、ORACLEの 機能習得を兼ねて、実際の事故調査 データの ご く一

部 の項 目を用 いて プロ トタイ プ作成 の予備的な検討を行 った。

本章で述べ る表お よび項 目の名称 、略称 などはすべて付録Aに 示 した調査票の ものをそ

のまま使用 してお り、かな らず しも全て本文中で説明 して いない。 なお、文 中の 「表」 と

「票」は、前者 をデータベー ス上 の表、後者を調査票の票 と して区別 している。

5.1事 故 調 査 デ ー タへ のORACLEの 適 用

5.1.1表 の 構 成

表 は大 き くわ けて 基 本 表 と参 照 表 の二 つ が あ る。 これ らの うち基 本 表 は五 つ あ り、 その

概 要 は以 下 の 通 りで あ る。

(1)A111(事 故 概 要及 び環 境)表

・事 故 番 号 を 主 キ ー と してA票(事 故 概 要及 び環 境)の 事 故種 別 か ら天 候 まで10項 目

を一 つ の表 に し、 そ れ ぞ れV1、V2、...と 項 目名 を付 け た。

・V3(事 故 発 生 日時)は 年 、月 、..をV3_1、V3_2、..と 細 分 化 した 。

(2)V_41(事 故 車 両)表

・事 故 番 号 と コー ド番 号(当 事 者 番 号)を 主 キ ー と して 、 メ ーカ 名 か ら破 損 程 度 まで の

項 目を 一 つ の 表 に した。

・項 目名 を 一 意 に し、 検 索 時 の 手 間 を省 くため 項 目名 は100番 代 と し、V101か ら

V118ま で と した。

・項 目の2 、11、15、16、17はV102_1、V102_2の よ うに細 分 化 し

た

(3)V_49(二 輪 車)表

・事 故 番 号 と コ ー ド番号(当 事 者 番 号)を 主 キ ー と して 、初 度 登 録 年 か ら破 損 程 度 まで

の項 目をV902、903、...と 名 付 けた。

・項 目の2と7はV902 _1、V902_2の よ うに 細 分 化 した。

(4}1___(乗 員)表

・事 故 番 号 と コー ド番 号(当 事 者 番号 、乗 員 番 号 、乗 車 位 置)を 主 キ ーと して 乗 車 等位
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置 か らISS(傷 害 度 ス コア)、 及 び シ ー トベ ル トの 種 類 の項 目にVlOO1、V1

002、...と 項 目名 を付 け た。

・項 目の7はV1007 _1、V1007_2に 細 分 化 した。

(5)0___(傷 害)表

・事 故 番 号 と コ ー ド番 号(当 事 者 番 号
、乗 員番 号 、 傷 害 番 号)を 主 キ ー と して 、傷 害 区

分 か ら診 断者 まで の項 目 にV1101か らV1112ま で の 項 目名 を付 け た。

このよ うに実 際の調査票 か ら、最小限の項 目を選択 した表 を作成 し、 この表 に20件 分

の デ ータを入 力 した。・

また事故調査 デ ータの項 目は ほとん どが略記号化 されて い ることか ら、 これ ら項 目の正

式名称 やデ ータの参照整合性 チ ェ ックを行 う必要性か らい くつ かの参 照表 も作成 した。以

下 、作成 した5っ の基本表 と、参照表の例を示す。

SQL>

ACCNO

M89001

M89002

M89003

M89004

M89005

M89006

M89007

M89008

M89009

M89010

select

1

一

1

1

2

2

5

6

6

4

1

1

V

－

*

2

一

2

3

2

2

2

2

3

2

3

1

.

V

－

fromal11:

V3 _1V3_2V3_3V3_4V3_5V3 _6

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

以下略

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

1

4

2

4

3

7

7

7

7

8

6

1

3

1

8

4

8

0

7

8

1

1

1
よ
2

1

0

0

5

0

0

3

5

0

5

5

1

1

1

3

1

4

3

5

5

1

6

1

7

4

4

4

4

5

V4V5V6

402213

402213

402518

402518

634888

402213

402519

404188

412213

402213

7

一

2

2

2

2

1

2

2

1

2

2

U
7

一

8

一

3

3

2

2

2

2

2

1

2

4

V

一

VgV10

61

61

61

61

101

61

61

61

61

61

20レ コ ー ドが 選 択 さ れ ま し た.

SQL>
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SQL>

ACCNO

V1111

M89001

4

M89001

1

M89002

1

M89002

1

M89003

1

M89003

3

select*

CODENO

V1112

36レ

SQL>

1

2

2

3

1

2

2

1

1

2

2

2

mOrf

-

一

り
白

一

6

0

0

一

-

一

1
4

1

一

-

－

V

－

V

－

2

0

6

0

1

0

1

0

8

0

1

」
佼

4

1

」
%

【
」

5

v _41;

V1021

V113V114

85

4040

87

5030

84

4040

88

ら050

84

6060

80

5050

以下略

V102

コー ドが 選 択 さ れ ま し た.

_2V103

V1151V1152

M-YH61VH10

V104

V116'

6

12FZEW6

7

12FZEW2

5

12FZEW3

5

12FZEW3

5

03RYAW3

6

12FYEW3

V105V106V107V108V109V110

1.V1162V1171V1172V118

10 35

12N-LO49GW

9

7

10

E-KP61

10

E-EF2

10

10N-PFD60

20

4K-RM80G

10

30

45

40

40

15

21

12FZEW6

12

12FZEW2

1'2

12FZEW3

22

12FZEW3

12

03RYAW3

11

12FCAN6

1

2

2

2

2

1

210

42

219

180

550

29

72

61

10

10

20

90

OO
O

1

12

月
号

2

2

」
鯵

0
乙

9

1

12

4

0

1

81

8

(U

1

55

(◎

O

rO

O1

1

3

1

3

1

4

2

4

1

4

1

2

SQL>select*fromv49:

ACCNOCODENOV9021V9022V904

V912

35

V913

M89006

4

M89007

104

M89012

503

1

2

1

87

0

0

1113

9911

9913

V905V906V9071V9072V908V909V910Vgl1

10

1

10

5

1

4

2

1

2

1

1

2

180

58

145

0235

0113

0255

20

10

999

SQL>
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SQL>

ACCNO

V10'15

M89001

M89001

M89001

M89002

M89002

M89002

M89003

30

M89003

select*

CODENO

55レ

SQL>

-

り
0

1

2

1

1

112

111

112

322

1

1

1

1

1

り
乙

fromi;

V1001V1002

120

320

121

150

123

323

126

139

コ ー ドが 選 択 され ま

以 下 略

した

三

1

1

1

1

1

2

2

1

0

一

∩
V

－

.
-

－

V

－

β
怯

一

(
U

－

〇

一

-

－

V

－

O
O

O
O

O
O

O
O

OO

9

999

06

999

0

8

5

」
暢

999

【
」

　

0

一

〇

一

-

－

V

－

9

0
」

O
O

O
O

9

∩
O

O
O

r
(U

9

6

9

1

Oo

O

O
J

C
U

OJ

-

C
U

O
O

【
U

O
O

1

9

C
U

－

∩
U

－

〇

一

-

－

V

－

0

0

0

1

CO

-

888

1

1

2

1

3

0

81

V10071V10072

8

00

8

00

8

8

0

8

00

8

8

00

8

8

8

8

0
0

Ω
U

8

8

8

1

oO

oO

8

8

00

8

8

8

0

一

〇

一

-

一

3

一

3

2

1

3

6

3

2

0

V

－

V1009

2

01

1

【
V

り
'

7

1

9

り
り

0

1
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SQL>select*fromo ___;

ACCNOCODENO・V1101・V'VyVV1106、V'1107'V・1108V1109V・11101V1111V1112

M89001

M89001

M89001

M89001

M89001

M8900・1

M89002

M89002

M89002

M89002

M89002

M89002

M89002

M89002

M89002

M89002

M89002

M89002

M89003

M89003

1

2

3

1

2

1

1

2

3

1

2

3

4

5

6

1

2

3

1

2

1

1

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

M

M

M

S

l

M

P

M

M

E

V

M

J

M

M

M

M

I

B

S

I

W

W

F

C

S

R

l

I

I

S

Y

S

Y

Y

I

I

Y

C

F

A

R

R

C

R

W

A

L

l

L

W

C

R

R

L

S

R

A

R

R

F

E

K

P

E

N

C

L

F

F

N

C

W

T

T

F

K

C

H

R

1

2

2

1

2

1

1

2

2

1

2

2

2

2

2

1

2

2

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

5

0

5

5

5

5

5

0

5

0

0

0

1

1

1

3

1

1

8

2

1

2

1

1

1

1

1

2

1

1

3

2

3

2

3

5

5

0

1

5

1

3

0

1

2

5

5

1

3

1

0

0

0

8

2

5

5

5

1

1

2

0

6

1

2

1

1

0

2

2

8

8

1

1

1

2

2

9

1

1

1

1

9

1

1

1

1

1

1

1

9

9

0

0

0

8

8

8

0

0

0

0

8

0

0

0

0

0

3

3

8

8

り0

8

8

8

8

8

8

8

00

00

8

8

0
0

3

2

2

8

8

8

0

0

0

0

8

0

0

0

0

0

0

0

8

8

5

0

2

8

8

8

4

2

3

5

8

3

0

3

3

5

5

0

8

8

1

2

2

8

8

8

5

3

6

1

8

6

6

1

1

1

1

2

8

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

以下略

153レ コ ー ドが 選 択 さ れ ま し た.

SQL>

SQL>select*fromindex _v1:

NODESCRIPTION

1

2

3

4

5

6

7

8

9

77

外

車
車
者

以
輪
転
行
災

物

物

二
自
歩
火

対

対
対
対
対
中
他

面
面
突
独

独
両
両

両
行

の

正
側
追

単
単
車
車

車
走

そ

10レ コ ー ドが 選 択 さ れ ま し た.

SQL>
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5.1.2SQLを 用 いた検索例

5.1で 示 した表 を用 いて、事故調査 デー タに対 して要求 され る比較的単 純 な検索を行 っ

た。

(1)検 索例1

全事故 中、事 故関係車両が小型ボ ンネ ッ トタイプで、最 大CDC(衝 突変形分類)が

12F(正 面12時 方 向)で 、さ らにバ リア換算衝突速度が35km/h以 下の事 故車

両運 転者の最大傷害 を検索 す ると、次のよ うにな る。 この検索 は、V_41表 、1__

_表 お よび0__表 を用 いて いる。

SQL>'

ttitleleft'ボ ン ネ ッ ト 、 小 型,CDC(max)12F.運 転 者 の 最 大 傷 害'-

VB〈=35'

columnv106heading'種 類';

columnv107heading'前 方1形 状';

columnv115_2heading'VB';

columnv1'16_2heading'CDC';

columnv1009heading'ISS';

columnv1101heading'傷 害1区 分';

columnv1106heading'AIS';

selecto ___.accno,o___.codenoo_code,

v106,v107,

vl101.v1102,v1103,v1104.v1105.v1106,

v1009,

vl15 _1.vl15_2,v116_2

fromv_41,i_._,__,o___

whereo.accno=i___.accno

and

and

and

and

and

and

or

or

or

or

and

and

and

o ___.accno-v_41.accno

substr(o___.codeno,1,2)=substr(i___.codeno,1,2)

substr(o ___.codeno,1,1)=v_41.codeno

v1101=1

ubtr(i___.codeno,3,1)=1

(btr(v116_213)12F

btr(v116_213)32F

btr(v116 _213)52F

btr(v116_213)72F

btr(v116_213)92F)

v106=2

v107=2

v1152〈=35

ボ ン ネ ッ ト 、 小 型.CDC(max)12F.運 転 者 の 最 大 傷 害VB〈 ・35

・ 前 方 傷 害

ACCNOO'_CODE種 類 形 状 .区 分VVVVAISISSV115-1VBCDC

M89001211221NWSM101103012FZEW2

M89008111221MACK2522103512FZEW2

M89010111221FL|M204102512FZEW2

M89015111221FLRE3014103512FDEW2

SQL>
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(2)検 索例2

全事故中、第1当 車 両乗 員の最 大傷 害値 よ り、第2当 車両以下の乗 員傷害が大 きいか

等 しい事 故の、第2当 以下 の全乗 員の全傷 害お よび事故概要を検索 す ると以下の ように

なる。 この検索 は副 問い合 わせ を用 い る必要 があ る。 ちなみ に、ORACLEに おけ る

副問い合 わせ のネステ ィング レベ ルは255で ある。

SQL>

breakonaccnoskipl

columnv1106/10formatO.Oheadin'AIS'

selectO.accno,0,codeno,v1106/10,

v1102.v1103.v1104,v1105,v1107加 害 部 品 ,v1108侵 入 量,

v1002年 齢,v1003性 別

fromo ___0,i___

wheresubstr(0.codeno,1,1)!・1/*1当 以 外*/

andv1106>=(selectmax(v1106)fromo

wheresubstr(codeno,1.1)・1/*1当 乗 員*/

andO.accno・accno)

andO,accno=i.accno

andsubstr(0.codeno,1,2)=substr(i ___.codeno,1,2)

ACCNOCODENOAISVVVV加 害 部 品 侵 入 量 年 齢 性 別

M89007

M89010

M89016

M89017

C

R
り
D
`

M

L

.ρ
)
C

I

W

R

B

R

N

H

C

F

O

O

O

5

0
0

3

り0

1

-

り
乙

?
V

∬
桧

1

1

1

1

2

り
6

2

2

M
川
S

M

I

F

「
し

」

Aハ

R

K

F

F

O

O

O

2

2

2

2

1

2

1

り
乙

2

2

り
'

り
乙

SFLAO3132

V

S

ぐ
∨

D
「

F

F

W

R

ム
n

M
n

H

F

O

∩
V

O

9

」
篭

り
0

-

り
乙

3

1

1

1

2

2

り
6

11レ コ ー ドが 選 択 さ れ ま し た.

SQL>

960

940

415

940

137

122

122

254

960

170

111

88854

88854

2054

88854

1942

1910

1910

8886

88835

6635

2435

1

1

1

1

2

1

1

2

1

1

1

5.1.3VlEWの 利 用

事故調査データの利用者すべてがデ一夕ベーk構 造を理解 し、SQLを 駆使 して検索を

行 うことは非常 に難 しい。 この点を解決す る一つの方 法 は、 目的別のい くつかのVIEW

を作成 し、 このVIEWに 対 して検索を行 うた めの簡 易言語 を作成す ることであ ろう。簡

易言語 を作成す る作業 は今後の課 題のひ とつで あるが、 ここでは簡単 なVIEWを 作成 し、

そのVIEWに っいてSQLを 用 いた検索 を行 った例 を示す。以下 のVIEWは 、A11
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1表 、V_41表 、1___表 お よ びO___表 を用 いて い る。

SQL>select*fromsample;

ACCNOCODENOVVVVJ-AIS年 齢 性 別 傷 害 数ISSVBCDC

M89001211NWSM10211113012FZEIY2

M89002111CARP805013754512FZEW3

M89002211FLIE202316124012FZEW3

M89008111MACK255017223512FZEW2

M89009111HACB803329756012FZHW7

M89010111FLIM20241142512FZEW2

M89015111FLRE303513143512FDEW2

M89020111HACB9020167599912FRAW9

8レ コ ー ド が 選 択 さ れ ま し た.

real:1.3333

SQL>spoolout

事故種別

1

1

1

4

1

1

4

1

2

一

2

3

3

2

3

1

2

3

V

●

このVIEWを 用 いて 、バ リア換算衝突速度 が35km/h以 下の事 故だ けを検索 しよ

うとす ると、次の よ うになる。

SQL>select*fromsample

2whereVB〈=35:

ACCNOCODENOVVVVJ-AIS年 齢 性 別 傷 害 数ISSVBCDC

M89001211NWSM10211113012FZEW2

M89008111MACK255017223512FZEW2

M89010111FLIM20241142512FZEW2

M89015111FLRE303513143512FDEVY2

SQL>

事故種別

1

4

1

」
篭

2

一

り
乙

り
6

1

り
6

V

一

この よ うに、 目的を しぼ ってVIEWを 作成 してお けば非常 に簡単 に検索 が行 え、SQ

Lの ご く初 歩的知識だけで検索作業が行え る し、簡易言語を作成 しよ うとす る場 合で も限

定 され たSQLだ けを対象 に コ ンパ イラーを作成すればよ い。

5.1.4SQL*FORMSの 利用

SQL*FORMSは データベースへ のデータの入力、変 更、検索(単 純な検索)を 行

うための入 出力 フォームで あ るが、事故調査 データのデータベース化 に当 た って は、 この

中の次の よ うな機能が有用で あ ると考え られ る。

・デー タの 固定長入力
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・データの レンジチ ェ ック

・主キーの一意性 チ ェック

・トリガによるデー タの参照整合性 チ ェック

・トリガによ る参照 表か らの正式 名称 の出力

・ユーザプ ログラムによるデ ータの検査

・マクロ命令 による入力順の制御

5.2事 故調査 デ ータのデー タベ ース設計 における課題

以上の検討 の結果、事故調査 データをデー タベース化 す る場合・汎用のRDBMSを 用

いる ことので きる可能性が大 きい ことがわか った。ただ し、今年度実施 した検討 内容 は ご

く初歩的 な もの であ り、実 際に利 用で きるか ど うかを判断す るには さらに検討す る必要 が

あ る。現段 階で 明 らか にな った、事故調査 デー タをRDBMSを 用いてデータベ ース化す

る上で問題 とな りそ うな点 は以下 のよ うな項 目であ る。

(1)表 設計における問題

表設計は、調査票との関係やVIEW作 成時の問題 とも関連があるため単純には議論

できないが、次のような点を検討する必要がある。

d車 両 に関す る調 査票の全体 を一つめi劇こまとめると280項 目以上にな'って しまい・

ヂ タの操作髄 ど害 える.と・今回試行しは うにいくつかの表に分割すべき⑰

ろ う。

○車両票の車体 改造 に関す る項 目は、現在改造項 目を2っ まで しか記 入で きないが、基

本表の当該項 目と して は改造の有無を記入す るよ うに して別表を用意す るよ うにすれ

ば特 に記入個数 を制 限 しな くて もよ くな る。 この よ うな例 は、タイヤ 関連の項 目など

他 に もあ り、十分検討す る必 要がある。必要が あれば調 査票を改良す る。

○調査 票のなかには、調査時の記入 しやす さを考 えて該当 しない項 目は無記入 とな って

お り(た とえば シー トベ ル トに関す る項 目は シー トベ ル ト着用時だ け記入す るよ うに

な って いる)、 そのま まデータベース表 にす る とヌル値 にな って しま う。ORACL

'Eで は ヌル値 も受 け付 けるが、検索時の取 扱 いを考 え ると別の表に した ほうがよい と

考 え られ る。・

(2)VIEW作 成時 の問題
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最終的 に作成すべ きVIEWの 概念が決定 して いないので詳細な議論 はできないが、

試行段階で以下の よ うな点 が明 らかにな った。

00RACLEに お いて はVIEWの 項 目が最大255で あ り(表 につ いて も同 じ)、

あま り大 きなVIEWは 作 成で きない。 ちなみにINFOMIX(商 品名)は327

67'項 目、SIR(商 品名)は4095項 目である。

OI___票 で乗員が無傷 の場合 、項 目ナ ンバ ー8は00と 記載 され、 この場合0票 に

は記入 されな い。 この2っ め票 をデータベース上で も同様 な形の表 と して扱 うと、 こ

の2つ の表を連 結(通 常の連結で はな く、外部結合 を用 い る)し てVIEWを 作成す

るとき、無傷 の乗 員 に関す る詳細項 目の列 は ヌルが入 って しまい、検索 が面倒 にな る。

この ことを さけ るため に無傷の場合 も0票 になん らかの記載 をす るよ うにす ると、調

査票 と してはやや不 自然 にな って しま う。 もうひとつの手法 と して、データをデ一 夕

ベrス に入 力す る段 階 もしくはVIEWを 作成す る段 階で特定項 目の ヌル値を指定 し

た値 に変換す るよ うにす ること も考え られ るが、年数 がた って設計変更す るよ うな場

合 に誤 りの生 じるお それ がある。 この よ うな問題 はい くっかの項 目で考え られるため、

十分検討 して データベ ースを設計 しな ければな らない。

(3)コ メ ン ト文の取扱 い

ORACLEに はコメ ン トを扱 う機能 と してLONG型(最 大65535バ イ ト)と

CHAR型(最 大255バ イ ト)が あ る。事故調査票で は、特記事項 を記載す る箇所が

い くっかあ り、 これ までは調査票段階で とどあていたが 、この機能を用 いることで特記

事項 もデータベ ース中に取 り込む ことがで きる。 また、事故概 要を言葉で説明す ること

が しば しばあ り、 この説明文 もLONG型 の データと してデー タベー ス化す ることがで

きる。 ただ し、LONG型 のデータは検索対象 にはな らない。

また、調査票の各項 目は ほとんど略号、記号 で記載 されてお り、 これ までは コー ドブ

ックと対応 させなが らこの略号、記号を理解 していたが 、参照表 と してデータベースに

格納 してお くことで 、出力時 に正式名称 をプ リン トアウ トす るこ ともで きる。 さらに、

デー タ入 力時の参照整合性(例 えば0票 の受傷部位で 「D」 の入力 は受付な い)に も利

用す る ことがで きる。 ただ し、ORACLEで は この機 能 は正式 にはサ ポー トされてお

らず、特殊 な技法を用 いることになる。
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6.ま とめ

当研究所で実施 して いる交通事故調査 のデータをさ らに有効 に活用 し、また今後関係機

関、団体等か ら事故調査 を受託す るに当た って、よ り有 効 な提案 を可能 にす るため、利用

しやす いデータベ ースを構築す る ことを 目標に、事故調査 デー タのデー タベース化に関す

る調 査研究 を実施 した。本調査研究 を実施す るにあた り、 当研 究所内 に学識経験者か ら構

成 され る 「事故調査 データのデー タベ ース化 に関す る調査 委員会 」を設置 し、 さらにその

下 に当研究所技術者 によるワーキ ンググループを編成 し、上記委員会の ご指導を受けて各

種調査 を実施 した。

調査 は、まず各国で実施 されて い る事 故調査 の うち、 目的 が当研 究所 で実施 している事

故調 査 と比較的近 い もの にっいて 、体制、内容、規模 などにっ いて実施 した。 またそれ と

並行 して、交通事故調査技術にっいて、現状の手法 と今後 の動向 を調査 し、 さ らにい くっ

かの事故調査 システムにおけるデー タの処理方法 にっいて も調査 した。 これ ら一連の調査

を通 して、 当研究所で実施 して いる事故調査 と比較 して以下の よ うな点が明 らかになった。

① 当研究所で実施 してい る事故調査 の調 査内容 は、目的 に対応 した詳細度 の点では各国 の

事故調査 に比べて遜色のない ものであ るが、調査規模(件 数)は 小 さいほ うである。 し

たが って、当研究所の調査デー タをデータベース化す るにあ た って は、統計解析 よ り も

各事故事例 に含 まれ る各種情報 を正確 かっ多面的に検 索、集計で きるよ うな システム構

築 を 目指すべ きであ る。

② このよ うな観点か ら当研究所 の事 故調査データをデ ータベ ース化す る場合、将来的 には

数値、文字情報だ けでな く、線 画、画像な どの情報 も取 り扱 え るよ うな、マルチメデ ィ

アデ ータベースを指向すべ きであ る。

以上 の調査をふ まえ、当研究所で実施 してい る事故調 査を念頭 において、事故調査デ ー

タをデー タベース化す る場合の課題 とその対策案 にっ いて検討 した。 ここで検討 され た課

題 は以下 の ような内容であ る。

①事故調査時の課題

・調査票記入時の課題 と対策案

・調 査票作成時の課題 と対策案

・デ ータ入力時の課題 と対策案

② デー タベー ス上の課題

・データボ リューム
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・検索要求 、分析 ・解 析要求

・事故現場情 報

・事故車両情 報

・事故現場 、事故車両 等の写真の保管

・後処理上 の課題

・リモー ト検 索

③ その他の課題

最後 に、 これ らの検討結果 を もとに、 当研究所の事故調査 デー タベースの将来像 を検討

し、 それ を実現 す るための シナ リオを検討 した。

事故調査 データのデー タベースの将来像 は、周辺技術の進展 に左右 され る部分 と、経済

的効果(コ ス トベネ フィ ッ ト)を 考慮すべ き部分があ り、将来周辺技術が整備 され た場合

に導入すべ きもの と、現状 の技術 で も対応可能であるが、現段階 で は費用がかか るわ りに

効果が期待で きない もの な どを整理 した。

将来像 と して の結論 は以下 のよ うな ものが想定 される。

①マル チメデ ィアデータベ ースの指向

②各種事故調査技術 とデータベ ースの結合

③ 各種検索、分析 ・解析要求へ の対応

④ 検索、分析 ・解析結果の迅速 かっ良質な出力

また各国の事故調査デ ータの デー タベースが汎用のRDBMSを 用 いて管理 されてい る

ことが明 らか にな ったた め、 これ らの検討 と並行 して、当研 究所で実施 してい るよ うな事

故調 査のデー タをデ ータベ ース化す る場合、汎用のRDBMSが 適用で きるか ど うかにっ

いて予備 的な検討を行 った。

使用 したDBMSはORACLEで あ り、HP社 製EWSに イ ンス トール し、実際の事

故調査票 か ら合計75項 目を選択 して五 つの基本表を構成 し、20件 分の事故事例 を入力

して 各種 の予備的な検討 を行 った。 この結果、次年度以下 に計 画 して いるプロ トタイプ作

成 にあた って留意すべ き点 な ど、以下のよ うな ことが明 らかにな った。

①比較 的単 純な検索要求 に対 して は、SQLに よって簡単 に対 応で きる。

② デー タベー スの専門家 以外 のデータ検索要求 に対 して は、 目的別のい くっかのVI

EWを 作 成す ることで対応 す るのがよいと考え られ る。VIEWが 作成 され ると、

利用者 はカー ド型の デー タベース として理解で き、SQLを 用 い る場合 で もご く初
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歩的な命令だけで検索 で き、検索用の簡易言 語を作成す る場合で もSQLの 基本的

な命令だ けを対象 に した コンパ イラを作成 すれば よい。

③調査 データをデー タベースに入 力す る場 合、DBMSに 用意 されて い る各種 の機能

を用 いる ことによ り、かな りきめ細かいデー タチ ェックが で きる。 ただ しミデ一夕

の一貫性 チェ ックにつ いて は、手法その ものが十分 に開発 されて いな いので、AI

な どの技術が適用 で きるよ うにな ることが望 まれ る。

④デー タベース表の設計 にあた って特 に注意すべ き点 は、VIEWな どを作成す る場

合、表結 合を行 うことにな り、、その際妻 問に対応 関係がない列 があ る と一般 にはヌ

ル値が入 って しま う。 これ を防 ぐ手法 はい くっかあ るが、あ ま り複雑 な手法で対応

す ると将来データベ ースの設計変更な どをす る場合 に混乱す る原因 とな るため、調

・査票 その ものの改善 も含めて十分 に検討すべ きで ある。

以上のべたよ うに、本調査研究で対 象と した よ うなデー タは項 目数が非 常 に多 く、利 用

目的が交通事 故にお ける被害軽減 とい った明確 な ものであ り、高度 な問題 解決支援型 デー

タベースと して位置づ け られる。 このよ うな点 を考慮 して、今後 実施 すべ き課題を列挙す

ると以下の ようにな る。

(1)デ ータ管理 システムの高度化:.,、

現在利用可能なDBMSは 、かな らず しも問題解決支援型のデ ータに対 して は必要

な機能を備 えた システ ムとな ってお らず、最終的 には今後研究が進展 して い くことが

期待 され る新 しい概念 に もとつ くデータ管理 システムを利用す ることが必要にな って

くる と考え られ るδ その ため{現 段階で利用で きるDBMSを 用 いて事故調査デrタ

ベ ースを構築す る場合 、将来 の システムの移行 を考 慮 して、定量 的なデ ータのみな ら

ずご.複雑で取扱い困難 な情報 も可能 なか ぎり入 力 してお くことが肝要で あ る。

:(2)マ ン ・マ シンイ ンターフiイ スの開発' 、.t

現在RDBMSな どを管理 、'利用する場合 に用 い られてい るSQLは 、かな らず し

もユ ーザ フ レンド リーな言語 ではない。 したがうて 、デー タベースを構築 してそのデ

ータを有効 に活用す るために は、ユ ーザがSQLを 駆 使 して検索 な どを行わな くて も

よいよ うな利用環境 を整備す る必要があ る。現 在EWSや パ ソコ ンで は、・ウイ ン ドウ

機能 やポ ップア ップメニ ューな どが比較的簡単 に利用で き ることか ら、 これ らの機能
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を活用 し、 さらにマ ウスな どの入 力装置を用 いて 自由に検索、集計 な どが で きるよ う

にす るこ とで データベ ースが真 に有効活用 され るよ うにな るもの と考 え られ、 ユーザ

フ レン ドリーなマ ン ・マ シンイ ンターフェイスの開発がデー タベース構 築 の大 きな課

題 のひ とっで あろ う。

(3)デ ータ解 析環境の整備

これ までのデータベ ースの利用 は、データを検索 して集計 ・表示す る ことに主 眼が

置かれて きた。 しか し、本調査研究で対象 と しているよ うな問題解 決支援 型の データ

ベー スで は、検索 ・集 計 されたデータを さ らに解析 して初あてその 目的 を達成す るこ

とがで きる。 したが って、データベ ースか ら検索 ・集計 されたデー タを直接解析で き

るよ うな環境 を整備 してお くこと も、今後 の大 きな課題 のひ とっ と考 え られ る。

今後は以上の検討結果をもとに、プロトタイプの設計、実装を中心に研究を実施 してい

く必要がある。
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JamesO'Day,GaryR.Waissi:WorldwideAccidentDataStandardization

VolumeI,UMTRI-86-48-1

松 川,石 川:事 故 解 析 に お け る 固 定 壁 換 算 速 度 推 定 の 一 手 法 に つ い て,・ 自 動 車 研 究

第2巻 第1号}-pp1-4.∵

石 川 二衝 突 時 の 車 両 運 動 に 関 す る 研 究,自 動 車 研 究 第12巻 第10号,pp25-32

HenryA.SarasinAGカ タ ロ グ:,Computer-;・unterstUtzteEinbild-

Photogra㎜etrie,

LieA.,etal.:PhotogrametricMeasurementsofDamagedVehiclesinRoad

TrafficAccidents,12thESVConf・P488

D.Otto,etal.:CODEBOOKfromACCIDENTRESEARCHUNIT,Med.Univ.Hannover

D.Fleury,etal:RoadAccident-OnSiteInvestigation,OECDReport1988

H.H.Schreier,etal.:ApPlicabilityoftheEES-AccidentReconstruction

MethodwithMacCAR,SAEPaper870047
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G-1 8`故ほ要及び環境

事 故 概 要 及 び 環 境
7.事 故関係班両数(99)不 明 台

3132

8.事 故 関係者総数(gg)不 明 人
、

事 故 番 号
M 9 0

3334
1 2 3 4 5 6

調査項 目コー ド
A 1 1 1

9.事 故 態 様 目口 】微 の 第1次 原因を示 す

・(0-1}巻 き込み(06)缶 突(11)転 倒.乾 田

(02》 ひさず り 《07)接 触(77)そ の他

(03}條 過 《08)火 災()

(04》 はね飛 ば し 《09))k没.(99)不 明

(05)倒 し 《10)一 転落

35 36
1 8 9 10

1.事 故 種 別

《01)正 面(06)一 庫 頁対二日 寧

(02)側|面(07)箪 爾対 自転車

(03)追 突(08)車 両対歩行者

(04)単 独対物(09)走 行中火災

(05)単 独対物以外(77)そ の他(》

11 12

10.天 候

(1}昭 《3)爾 《5)雷(9)不 明

(2》 曇(4)籏(6)暴 風

3?

2.事 故 内 容

(0)物 情事故(3)死 亡事故

(1)軽 傷～r故(9)不 明

(2)皿{網`故

下
11.路 面

(1)乾 燥(4)叡 雷

(2)湿 洞(7》 その他

(3)凍 結(9}不 明

38

3.事 故発生日時
19

曜 日コー ド

(1),日(5)木

(2)月 《6)金

(3)火 《7)土

(4)水

年 月 8

12.舗 装

(1)ア スファルト(4)詫
(2)コ ンクリート 《7)そ の他
(3)砂 利 《9)不 明

/.＼_

14 15 16 1? 18 19 39

時 分 曜 日

2吐レ ンF20 2⑪ 22 23

.

4.事 故発生場所 注)コ ード番号は、別紙コード衷に従
って記入する.

＼

z

、 寸243

＼ ・

.一 ノ ㎡'

lo

9999)不 明
一

(

人

錨

草

胃

、

繊 識
`415

卜遮 卜
頁醐 ε行 口 翻 ■ 貝田麦rf
正 面 ロ頁`只 鴇 突

20'一一18司 一 一19司 一 一

1.'1

212223242527

蕊 》〈x
2122262θ

出8茜

312930

)(11

箇 月

'

m横断歩道{5付近依断中 05

14.車 道の幅員(888)駐 車場等

注)高 速自動車道及び自動車(99-9)不 明
専用辺路は路屑を含まな
い片側聴 の幅員を記入

●その他依所中 06

路上遊戯中 07
44 45 46

路上作集中 08

路面停止中 09

歩道通行中 10

15.車 線 数

《99)不 明注)

南車線(上 下㈹ の合8f劇 家数を記入する.但 し、自

動車専用道路の場合ば片側岨 のみを記入する.交 差
点は遁路種類が上位の道路を臥 する.

車
線路側帯通行中 日

その他
1

12 4マ 48

車

両

相

互

正衝

面突

追越追抜時 21

その伯 22

追

突

進行申 23

駐(停)車 中 24

16.中 央 分 離 区 分 及 び 施 設

注》2つ まで党人

《0)区 分な し 《道路 以外の事故を含む》

(1)中 央線(ペ イン ト)(6)グ リー ンベル ト(植 込 み)

《2》 ガー ドレール(7》 縁 石仕切

《3》 ガー ドロープ(8》 上 下線 完全分段

(4)ガ ー ドフェ ンス,パ イプ(高 速 道路等)

(5)チ+タ パ一等(9》 不 明

出合頭 25

追越追抜時 26
49 50

転回時 2?

俵退時' 28

進路変更時 29

すれ遠い時 30

左折時
.

31

右折時
.

32

その他
■

33

17.事 故発生地区

(1)ア パート・工場・商業地帯(6)そ の他の自動車専用道路

{ll認 罐 詰 戸住駆'(但 し.自転卑 歩行車が侵入できない道路)
(4)郊 外 僅}鳳 山道等)(7)そ の他

(5)高 速 自励 車国道 《9)不 明

車

両

単

独

工
作
物
衝
突

亀住

.

41

標識
.

42
51

分類帯安全島
■

43

防護棚等
.

44

室屋塀
.

45

橋梁(脚)
.

46

その他

.

4?

路逸

外税

転落
.

48

その他 49

駐車車両衝突(不 在)
.

50

転倒
`

51

その他
.

52

88-06-23 A-1 作成61.5



G-| 歩行者 ・自転車 ・幼児用三輪車等の概要

歩行者 ・自転車 ・幼児用三輪車等の概要

『

-

21一

事 故 番 号

・

1 2 3 4 5 6

調査項 目コー ド B 1 1
237 8 9 10

1.歩 行 者,自 転 車 等 の区分

11}自 転車141歩 行者{9}不 明

{2}幼 児用三倫車 ⊂5}抱 かれていた

{31ス ケータ{7)そ の他()

9.通 行 目的
22(OD通勤(OG)習い 事

(02)通 学(07)飲 食

(03)散 歩(77)そ の 他()

(図)買 物(88)該 当 な し

(05)訪 問」(99)イ ミll月

11

一

2.歩 行 者 等 の相 手 の 認知

(0}無{9)ン 『ミ田1

{1}有

⊥
一

25一12

10.事 故 態 様

(OD巻 き込 み(05)は ね 上 げ

(02)引 き祐iり(06)接 触

(03)模 過(07)倒 し(88)該 当な し

(04)は ね飛 ば し(77)そ の 他(99)不 明

3.歩 行 者 等 の事 故 回避 状況(記 述)

1四 無19,不 明

11)有

11.自 転 車 等 の 破 損 程 度

`0}無{3}q1破{91不IW

{1)軽 微141大 破

{21小 破{創 該 当な し

丁
26

、

■

27 28

4.歩 行者等の心身状況 層 注)コ_ド

(記述)
、

〆 /.

17

ヘ

ノレ

メ

ツ

ト

13.着 用 の 有 無

{0,無{ll有'(91不 明

{91不 明

14.損 傷 程 度

⊂0}損 傷 な し131変 形{91不 明

{1}擦 過{4)破 壊

{2}ヒ ビ割 れ{81該 当 な し

、

30

6.相 手 車 両 の事 故回 避操 作

101無171そ の他()

11)ブ レーキ{91不 明

{21ハ ンドル

⊥
31

15.タ イ プ

10}累}別 な し

{11自 転 」脚ll ∠
,12}キ

ャ ッ プ

131・ セ ミ ジ ェ7ト

{41ジ ェ ッ ト

{21

、,一 一 ーー ー 一 一、
/'＼1三L川
{4)～

19 20

7.歩 行者等の事故直前の行動

1:;;、欄 行・{雅
'

篇 背断 中'{灘
(05)横 断歩道横断中

(06)横 断歩道付近横断中

(07)横 断歩道橋付近横断中

(08)そ の他横断中

(09)'駐 車車両のかげから

(10)停 車車両のかげから

(11)進 行車両のかげから'

(12)と び出し 建物から

(13)路 地から

(14)そ の他路側から,
01

(15)、 該 当な し

(16)路 上 遊戯 中

(17)路 側 停 止 中

(18)寝 そ べ る

(77)そ の 他()

(99)不 明

{5】 ∫1{51フ ル フx－ ス

{71そ の他

{8}該 当 な し

(乗 員 な し)

{91不 明

1

図示

、 〆

32

16.パ ン パ の 形 状(前 部)

{0,」{そ 疏219}不 用1

{11丸 形

12}変 化形

13}一 体 形

{41改 造

{7,そ の 他
、

改62.5
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G-1 ポ故京両及び運転者口径

事 故 車 両 及 び 運 転 者 関 係
12.速 度 制 限

注)高 速自動車国道では ト

ラックは法定 速度に従(888)

⇔た速度 値を記入 する(999)不 り1

I

k●/h{

40 41 42

通称名: 類別記号:

該当なし(駐 車場等》

次期定期点検:_年 月 13.直 前 速 度(888)該 当な し

(999)不 明

k●/h
　 　

43 44 45

事 故 番 号 M 9 0 14.衝 突 速 度(888)該 当な し

(999)不 明

k●/h

1 2 3 4 5 6
46 47 4θ

調査項目コー噺 V 4 1 15.:バ リア 換 算 速 度 ・∴.. ㎞/h

? 8 9 10
UO)FB

《20)RR

《30)BB

49 51 52 53

1.メ ー カ 名 コ ー ド番 号は

()罐:≡ 鹸

50《88888)該 当糺

(99999)不 明 }
↑

11 12

16.CDC(1次)

(最 大)(88KK
KK8)該 当な し

《99XXXX9)不 明

2.初 度登録年月19

(0099)不 明

年 月
54 55 56 5マ 58 59 60

13 " 15 16

3.型 式

不明は全て9を 記入
(前から記入し空胴は*を 記入)

61 62 63 64 65 66 67

(99YYYY9)不 明(複 数面の衝突)1? 1θ 19 20 21 22 23 24 25

17.潰 れ 体積(1次)

(8888)該 当なし(最 大)

(9999)不 明
・「'

x103d

×103c㎡

4.定 員

(99)不 明

人 5.実 乗 員

(99)不 明

人 68 69 ?0 ?1

26 2マ 28 29

?2 ?3 74 ?5

6.自 動 車 の 種 類

(1》{…～通 《11.22,33)(4)ミ ニカー

《2)小 型(44～,51～.?7～}(9)不 明

(3)経(50,40)

30
18.破 損 程度

( ＼
?6

7・ 車体前方形状

(1)キ ャブオーバ(4)ワ ンサ イ ド
ソネ ッ ト(7)そ の他(

(9)不'

ぺ

'

トレー ラ

)

＼ 下
「＼ 一

'

調査項目コー ド ▽＼
? 8 9、 ＼

19.空 車 重量(99999)不 明
一

、

㎏

(60)2」ru[吟 」..

(61)4ド ァワゴン(90)パ ス

(62)2ド7パ ン(77)そ の他(

(63)4ド ァパ ン 《99)不 明

11 12 13 14 15

20.最 大 積載量

《88888)乗 用茸1など

《99999)不 明

㎏

16 1? 18 19 20

9.エ ン ジン排気量
●
2
21.実 積 載量(荷 物のみ)

(99999)不 明

㎏
34 35 36

21 22 23 24 25

22.事 故 時総重量

(99999)不 明

㎏
10.エ ン ジ ン配 列

(1)綴 置 き 《7)そ の他()

(2)績 置 き(9)不 明

26 2? 28 29 30
3?

23.車 体 改 造 注)2っ まで記入

(00》 無

(01》 ステア リングホイール 小径

(02)ス テア リングホ イール 木製

(03)ロ ールパー

(04)シ ー ト

(05)サ スペ ンシロン

(06)オ ーパ フェ ンダ

(07》 アンテナ

(08)ル ー フキャ リア

《77)そ の他()

(99》 不明

11.エ ンジン位置及び駆動輪
31 32 33 34

38 39

.1 ト

エ ンジ ン位 置

(1)前(4)フ ロン ト・フロア

(2)中(7)そ の伯

(3)俵(9)不 明

駆動飴

(1)前(7)そ の他

(2)後(9)不 明

(3)4飴

特記事項

88-06-23A-3作 成61
.5



G-1 二輪車および乗員の穏婆

二 輪 車 お よ び 乗 員 の 概 要 1丘鰐 金額1器 環 万円堤
万
円

■o ,1、

17.ク ラ ッ チ 種 類

`1}マ ニ アル{3,オ ー ♪マ チ ック

{2}セ ミオ ー ト7チ ァ ク{9)不 明

事 故 番 号 1単享
0 1

8乙
『 4 ス 氏 」

調 査 項 目 コ ー ド
V 4 『

18.変 速 機 段 数

{1)オ ー トマ テ7ク`515段

{212段(6}6段

{3】3段{71そ の 他

{引4段{9}不 明

7 8 9 10

■∫

2初 度 登 録 年19

(oo99)不 明

年 月

19.ブ レ ー キ構 造

;;㌫ ㌶ ㌫ll漂 ピ 三編 ス〃

11 12 13 14

r'

3.型 式(記 述 の み),

.

起草

20.ア ンチ スキ ッ ド装 置 の 有 無

{0}無U,イ ∫{91不 明

4.メ ー カ ー 名

(02)川 崎(13)ヤ マ ハ(99)不 明

(03)鈴 木(14)そ の 他国 産

(11)本 田(73)外 国 産

,●c

21.ブ レー キ操 作 扶

川 右学{3】 毛 足{9}不 明

(21左 手 ⊂4⊃左足

前輪後⇔
'テ `も

% 4?

5種 類

(ODフ7ミ リー

(02)レ ジ ャ ー 《超 小 型)}

㈹ レ ジ ・ 一 憤 準)仰)ス ポ ー ツ(レ ー シ ン グ)

(04》 ビ ジ ネ ス'《0.8}U1)ス ク ー タ ー

《05}ビ ジ ネ ス 《0.8以 外 》(12)原 付 三 輪 車

㈹ ス ポ ー ツ(ア メ リカ ン)σ η そ の 他

《07)・ス ポ ー ツ(ヨ ー ・ ピ ア ンX99》 不 明

《08》 ス ポ ー フ 《トレ ー ル)

ス ポ ー ツ(ト ラ イ ア ル)

　一

22.事 故 時 の ブ レー キ操 作

(0}無(91不 明

{11有

前輪後輪

`η 18

領 約

一 ・-

23,01」
w) ●

＼

8.車 両重量 (999)不 明

9.実 積 載 量(荷 物)(999)不 明

二

10.事 故時給重量 (999)不 明

.11.衝 突 速度 (999)不 明

ぼ乞 直前速度 (999)不 明

,1

0

,宏

?9

3i

'

人

ユ

コ

2

),

・C

竃' .

se

:)

36

人

kg

kg

kg

Krn'h

Km!h

13.破 損 程 度

tOlzz二{3}η 吸

川 軽 微(4}大 破

{2}'t、 破{9).2ミ リ1

s9

14.通 行 目 的

11)逆 動,通 学

12)買 物

{31※ 務

t41レ ジt-

⊂71そ の 他

c9)不 明

15.事 故 状 況

(11衝 突

{21転 倒,転 覆

{3}転 落

{4)水 没

C5)火 災

t7)そ の他(

(91不 明

)

7エ ア9ン グ 《ス タ9一 ン)《28,¶ ヤ,

㈹7エ79ン グ{ア7〆 一 方 ウル)《29)Vヤ シー 》カ

1!:14;:;;{.IIL''"bウ"'ggl::;;1;=2
《11,ア タセヤ¶一パ ー左 《32}前照燈

iii霧磯iiil無ii曇
伽)軍 体 フ レームmパ の 他

"8)ス テ アプ 右 《99,不 明

《19}ス テvプ 左

《20}97ェ ンダ ー

an険7ェ ンダ ー

25.衝 突方向

(00)転 倒.転 落

(88)該 当 な し

(99)不 明(10)

(09)

(08)

(12)(01)

曹
(o「)(06)(05)

(02)

"鰯

(03)

(保)

26.衝 突 後の車両状態

{1)走 行

(2}転 倒(右 側)

{31転 倒(左 側)

{41`ま さま れ

15)も ぐ り三ムみ

{6)の り上 げ

C71そ の 他

c9)不 明

訂

・27.ハ ン ドル形 状

ノー ▼ ル7,vト

《0}ビジ ネ ス 《3,77tワ ー

")ト レー ル")ス ク ー タ ー

《2}ツー9ン グ

7ア プ セ パ レー ト

《5)γ'リ カ ン(6}o-vピ ア ン 《9}不 明

(η レー シ ング

A-4
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G-1 乗 員 ・歩行者 等の情報

乗 員 ・ 歩 行 者 等 の 情 報
12.免 許 取得年月19

(0088}運 転者以外
(0099)不 明

年 月;
35 36 37 38

事 故 番 号
M 9 0

13.ヘ ッ ドレ ス トの 使 用

(0)無{1)有(9)不 明

1 2 3 4 5 6

調査項目コー ド
1 39

匡縄{捌1
? 8 9 10

↑
〆、 〆、

14.乗 員 放 出

(2D前 面窓

《00)放 出なし,{2・2)煎 左心

(11)前 左席 ドァ(23)後 左窓

《12)俵 左席 ドァ(24)左{甑 の他書

(13)前 者席 ドァ(25)前 右窓

(14)後 者席 ドァ(26)後 右窓

(15)後 部席 ドァ(27》 右 側面の他窓

(17)そ の他 ドア(28)後 面窓

(19》 ドアよ り但 し(29}窓 よ り但 し

放出 ドァ不明 飲 出窓不 明
一 一 一 一____一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一

(30)車 体分類

(31)サ ンルーフ(77)そ の他(}

(32)オ ープ ンカー 《99》 放 出不明

乗員 番号

運も…者 は'1'を 記入

40 4t

三胎車乗員 自転車乗員 歩 』行 者自動車乗員

(D運 転者

(2)薗 席中

(3)助 手席

(4)後 席右

(5)俵 席 中

(6)後 席左

《7}そ の他

(9)不 明

《1)運 転者

(2)後 席

《7)そ の他

(9)不 明

(D運 転者

(2)後 席

(7)そ の他

(9)不 明

(1)歩 行者

(2)三 胎車

(3)乳 母車

(7)そ の他

(9)不 明

1.乗 車等位置

乗

員

拘

0シ ー トベ ル ト着 用 時 に 記 入O

l5.シ ー トベ ル トの 種 類

(20》 二点 式ベル ト

(30)三 八試 ベノレト(連 》莞)

(31}三 点式ベル ト(非 迎㈲

(32)三 点 式ペル ト(自 動装着》

(33)三 点式 ベル ト(プ リローダ付)

(40)四 点 式ベル ト

(7

11 12

、

自 動 車 乗 員 二飴車 ・自転車乗員 42 43

(01)運 転笠 幡)

(02)前 席 巾

(03}助 手席 佐)

(04)後 席右

(05)俵 席中

(06)後 席左

(07)運 転者(左)

ω8)助 手席 佑)

(09)節3席 右

(10)茄3席 中

節3席 左

ド

(15)助 手席膝 の上

(16)後 席右'

(17)後 席中'

(18)後 席左'

(19}拓3席 右'

{20)第3席 中'

(21)第3席 左'

(22)ト ラ ック荷 台

(23)そ の他の前 席

(24)そ の他の法 席

《27)そ の他

(29)不 レ

(31)二 輪車前席

(32)'後 席

(33)サ イ ドカー

(34)二 飴車 その他

(35)自 転車前席

(36)"後 席

(37)'そ の他

(39)不 明

歩 行 者/
(40)歩 一

(4

/
/r

年

少

者

用

を

含

む

)

関

係

t

2)NSKワ ーナ三(7)そ の他

《3)戸 立(9)不 明

(4》 東海理科{C気

19.巻 取 装 置 の 種 類

(0)巻 取装置な し(3)ELR

(1》NLR(7》 その他()

{2)ALR《9)不 明

、
＼
4.体 、.

15

㎏ 47

16 1? 18

5.身 長(999)不 明 但

19 20 21

6.予 想 全治療 日数(888)死 亡

(999)不 明

日 48

22 23 24

20.シ ー トベ ル ト用 附 属 品

《0}無

(1)ベ ル トカバー

(2)ロ ッキ ンググ リップ

《7}そ の他GE現 品 ではない附属品}

《9)不 明

7.死 亡 ま で の 時 間

(8888)生 存

(9999)不 明

日 時間

25 26 2? 2θ

(9900)日 数が不明

(0099)時 間が不明

8.全 傷 害数 《99)不 明

21.腰 ベ ル トの 着 用 位 置

(o)無

(1)正 しく腸骨に着用

《2)腹 部に着用

(7)そ の他 《 》

(9)不 明

49

29 30

9.ISS(傷 害 度 ス コ ア)(99)不 明

31 32

10.意 識 の 有 無

(0}無 《8》 死 亡

(1)有(9)不 明

33
22.肩 ベル トの着用位置 `

(0)無

(1)眉 部へ正しく着用

(2)肩 部の外側寄 りに着用

(3)胴 部の首寄 りに着用

(7)そ の他()

(9)不 明

50

11.後 遺 症 の 有 無

(0)俵 週症なし(8)死 亡

(1)後 遺症 あり(9)不 明

34
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乗 員 ・'歩行 者 等 の 傷 害 関 係

Ψ
遍 里謡 。害

Ψ

乗員 ・歩行者等の傷害関係
調査項目コー ド 傷 害/
←

傷 関 乗 傷
害 係 員 害
記 者 番 番
号 種 号 号
別

●

1

傷
害

区

分

2

受

傷
部

位

3

受

傷

部 ・

位

の'方

向

4

傷
害

内

容

5

受
傷

組

織

6

傷_

害J

度l

A

I

三

7

加

害

部

品

事 故 番 号 (

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 n 12・ 13 14 !5 16 口 18 19 20 21 22 ＼

1 M9 0 0 1 ＼
」

2
以 下1～9カ ラ ム は

1行 目 と 同 じ

㎡

2 ＼
3 3

4 4

5 5

6 6

7 .7
/

8 8 /
9 9 /

注1)2.受 傷部位～5.受 傷組織、?.加 害部品、9.加 害68品 の破損～11.加 害 部品の状況、13 .人体接触 部位
～15.接 触 部位、17 .接 触部品 の破 損～19.接 触98品 の状況 に閲するコー ドは別

紙 コー ド表に従 ⇔て記入◆

注2)8.加 害eli品の箪食優人量は、取室内への侵入を実寸で、H【室外 への突出の場合 は実寸 に500を 加

算する.前 面衝突1∬岡はX軸 、側 面1曇i突班岡 はY軸 の変位 量を記入 する.tZh'、 加害 部品が1匝室 内構

造物(240～256}、m体 外 郎部品(300～583}、 その他(900～998)の 場合 には

888を 記入する.

一 班体変形による ・

一 人体衝突による ・

、'Ψ

(1)医 師

(2)面 談 による

(3)暫 茶 箱

(7)そ の他(》

(8)該 当な し

人体接触(間 接傷害時)

2 13

人

体

接

触

部

位

14

人の
体方

接向
触

部

位

/

15

接

触

部

位

16

接 筆
触 童

部 侵

品 入
の 正

(cm)

17

接
触

部

品
の

破
損

18

接
触

部

品

の

破

損

19

接

触

部

品
の

状
況

、29
30 31 32 33 34 35 36 37 38

、

`1

/
注3'1ぱ;㌫i

、纏 腰 廻 で加害鍋 く血酬 ・・3・・-583・ ・その・ ・9・・一・
帥 癬 需 麟 認 品 玉肥2鱗 瓢 ㌶ 識 鷲 野 ・・但… の・…

O

ー

】

泊

・
▽
び
畿
斜
S
覇
閥
窪



小型 トラック(ボンネット)車体外部の破損状況 …
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車両の衝突変形分類(CDC)

1234

衝突方向_二 こJl

車両外面破損部位

車両水平面における外面破損部位

車両垂直面における外面破損部位

破損状況

破損程度

5 6 7

1

03

一〇4

06

車両前方の移動方向

損傷 の み

垂 直に ア ップ

垂 直に ダ ウ ン

右方 に

左方 に

加算数

　

L

0

0

0

0

0

2

4

方0
8

u
▼

合
u

　
ZRφ

「Cφ

巨

■
■

、

L

il…,no:ロ ー ル

オ ー'`一

悟ヨ

已⊥こ⊥言」L
亨」

　

「
ぐ
」

型

破組状況'イ ブ コ.

広ぽ領範囲 w

後置出範囲 N

鋼面州 五き琴 S
o－ ル オー 〆 O
'¢ンパー.その他 突起均 等 A
コー ナー部 E

庄}1.W.Nの 使い 方

'

庄)LW.

破 損

範 囲

L

「

Nの 使い方(敬=m)

哩 h `
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付 金泉B

簡 易CADに よ る

事 故 現 場 見 取 り図 作 成 の 試 行





簡易CAD(花 子)を 用いた事故現場見取 り図の作成

1.背景

現場見取 り図の作成 は、 これまで手書 きによって いたが、作成 に時間がかかる、 出来ば

えに個人差がある、修正が面倒であるなどの欠点があり、さらに電子ファイル化が難しい

ことから、事故概要総括票など正式報告書に記載する場合は外注による トレースにたよっ

てきた。

これらの欠点を改善すべく、パソコン用の簡易CAD(花 子)に よる事故現場見取 り図

の作成を試行 したところ、比較的良好な結果が得られた。

2.作成手J頂

種 々検討の結 果、次の手順 によ る現場見取 り図の作成 を試行 した。

①手書 きの現場見取 り図をスキ ャナーで読 み込む。

②パ ソコンのディス プ レイ上 に手書 き図面 を表示 し、 その上 を トレースす るように して見

取 り図を作成す る。

③ ベ ク トル情報 と しての見取 り図を電子 ファイル化す る。

作成例を次ページ以下に示す。

3.効果

①作成時間は30分 程度であり、手書 きによる清書時間とほとんど変わらなかった。

②出来ばえが格段と向上 した。

③表示方式の統一がはかれる。

④任意の縮尺で印刷ができるようになった。

⑤図面上で車両の移動距離などが求められるなどの副次的効果が得られた。

⑥報告書などへの印刷時の トレース費用の節約、構成時間の低減が期待できる。

4.今後の課題

①事故現場見取 り図用の簡易CADソ フ トの開発

②DTPソ フ トとの リンク

③事故現場の写真から見取り図を作成するためのソフトの開発

B-1
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付 金泉C

事 故 調 査 デ ー タ に 対 す る

検 索 ・集 計 ・出 力 要 求 の 例





年式別,傷 害程度別最大傷害数,全 傷害数及び受傷率

O

l

」

傷害状況

初度
登録
(届出)年 令

最 大 傷 害 全 傷 害

受傷率

(%)

平均

傷害度

傷 害 数 平均

傷害度

傷 害 数

剖 ・ 0 0.5 1.0 L5
-

2.0 2.5 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 計 0 O.5 LO 1.5 2.⊂) 2.5 3.0 4.0 5.O 6.0 7.0 8.0 9.0

小

型

乗

用

」1:

Hl年 14 92 2.4 24 2 8 2・ 6 1 1 1
A

1 2 1.7 83 2 4 38 7 23 1 2 3 1 2

S63年 13 86 2.0 21
'

3 9 2 2 1 2 2 1.8 46 3 2 19 9 4 1 5 1 2

S62年 13 72 L9 29 8 5 1 3 4 5 1 1 1 L7 78 8 23 13 13 10 8 1 1 1

S61年 6 50 3.0' 6 3 1 1 1 2.5 17 3 1 2 1 2 2 3 } 1 1

S60年 15 97 2.1 29 1 7 3 9 2 4 2 1 L9 92 1 24 .18 25 12 8 3 1

S59年 16 93
.

3.8 27 2 2 9 3
r

3 2 2 4 2.7 64 2 11 10 22 5 4 2 2 2 4

S58年 10 77 4.3 26 6 2 3 1 2 1 2 4 5 . 3.0 63 6 3 13 3 7 4 ll 5 2 4 5

S57年 7 94 3.1 16 1 7 3 4 1 2 1 1 3 2.1 53 1 2 13 13 12 5 3 1 3

S56年 以前 9 75 3.2 12 3 1 2 2 2 1 1 2.4 31 3 1 7 2 6 8 2 1 1

全

車

Hl年 29 79 2.5 42 9 1

-
8 3 6 .5 2 1 2 2 3 1.9 130 9 6 52 13 24 9 4 5 2 2 4

S63年 20 89 2.3 28 3 11 2 3 1 5 3 2.0 66 3 2 23 12 10 2 10 1 3

S62年 19 74 2.0 35 9 1 7 1 4 4 5 1 1 2 1.7 90 9 5 25 15 14 10 8 1 1 2

S61年 9 50 2.7 10 5 1 1 1 2 2.3 23 5 1 3 3 2 2 3 1 1 2

S60年 27 84 2.0 43 7 9 4 12 2 5 2
'

2 L8 128 7 3 35 23 29 15 10 3 1 2

S59年 22 86 3.1 37 5 1 4 10 4 4 2 2 5 2.4 89 5 22 12 24 10 5 2 2 2 5

S58年 21 83. 3.8
,

42 7 8 3 4 2 2 1 4 5 6 2.6 109 7 7 35 7 13 8 11 5 5 5 6

S57年 9 83 2.8 18 3 3 4 1 2 1 1 3 2.0 55 3 2 13 13 12 5 3 1 3

S56年 以前 20 64 3.1 25 9 5 3 2 2 1 2 1 2.0 51 9 1 15 4 8 8 2 1 2 1

注)H:平 成.S:日 石手n

図C-1 事故調査データの検索 ・集計例(ク ロス集計)

」



事故関係車両乗員の乗車状況

項目

乗車位置等

関係車両数
A
(台)

座席数
B

(席)

乗員数
C
(人)

乗車率

車両当たり
C/A(人/台)

座席当たり
C/B(人/席)

関 係 車 両 174 766 278 1.60 0.36

乗
車
位
置

運 転 者 席 174 174 171 0.98 0.98

同 乗 者席(前) 174 202 59 0.34 0.29

同 乗 者席(後) 138 390 46 0.33 0.12

そ の 他 5 5 2 0.40 0.40

種
別

普 通 31 100 36 1.16 0.36

小 型 122 594 217 1.78 0.37

軽 21 72 25 1.19 0.35

形
状

乗 用 車 113 554 204 L81 0.37

バ ン 型 車 17 72 20 1.18 0.28

ト ラ ッ ク 44 140 54 1.23 0.39

輪 16 28 20 1.25 0.71

注)1.乗 車位置 「その 他」は,第3席 以降 を示 す.

2.'《 ス2台(事 故89003のB車 両,-059のA車 両)を 除 く.

3.運 転者不在の 車両(事 故89058の 車両,-063のB車 両,-087のA車 両)3台 を含む.

4.歩 行者扱いの2人(事 故89063}を 除 く.

5.二 輪車は別集8十とした.

-
、

事故関係者の傷害程度別人数及び受傷率

傷害度
J-AIS項 目
無傷 軽傷 重傷 死亡

合計
平均
傷害度
受傷率
(%)0 0.5 1.0 i.5 2.0 2.5 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0

全 関 係 者 57 2 54 21 45 23 32 6 6 1 11 14 30 302 2.81 8Ll

車 両 乗 員 57 2 53 21 43 20 27 5 4 1 9 13 25 280 2.64 79.6

車
両
乗
員
の
内
訳

乗
車
区
分

運 転 者 47 2 25 13 23・13 16 2 2 1 7 7 15 173 2.52 72.8

前席同乗者 3 15 5 12 4 6 3 2 1 3 5 59 2.92 94.9

後席同乗者 7 12 2 8 3 5 1 3 5 46 2.82 84.8

そ の 他 1 1 2 1.25 100.0

種
別

普通自動車 20 9 2 1 2 1 1 2 38 1.16 47.4

小型自動車 34 2 39 18 ,39 17 23 5 4 6 9 21 217 2.76 84.3

軽 自動 車 3 5 1 3 1 3 3 2 4 25 3.88 88.0

形
状

乗 用 車 34 39 15 35 15 22 5 4 1 5 9 20 204 2.78 83.3

パ ン 型 車 3 1 3 1 4 1 1 3 3 20 3.33 85.0

ト ラ ッ ク 18 1 11 5 4 4 4 1 4 2 54 1.96 66.7

パ ス .2 2 0.00 0.0

1二 輪 車llllll2131511121」2111312014.531100.Ol

l歩 行 者lllllllllllll21219.001100.Ol

注}1.傷 害程度は最大傷害 を対 象 としてい る.

2.受 傷率は.全 関係者の うち傷害程度J-AISO.5以 上の傷害 を受けた人 数の比率を示す.

3.乗 車区 分の 「その他」 は,第3席 以降の席 を示す.

4.平 均傷害度は無傷者 を含む.

5.二 輪車乗員,歩 行者 は別 集計 としたが,全 関係者欄 には二輪車 乗員,歩 行 者を含 めた.

図C-2事 故調 査データの検索 ・集計例(ク ロス集計)
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図C-3事 故調査データの検索 ・集計 ・出力例(頻 度分布、累積頻度分布)
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図C-4事 故 調 査 デ ー タの 検 索 ・集計 ・出力 例(積 み 重 ね棒 グ ラ フ)
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図C-5事 故調査データの検索 ・出力例(散 布図)
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注)

1.複 面:転 落,転 覆 等 に よ

っ て衝 突 方 向 及 び

破 損 部 位 を特 定 で

き ない もの.

2.そ の 他:前 面,側 面,後 面,

複 面 以 外 の もの.

3.該 当 な し:走 行 中 の 火 災 車両

等.

車両の衝突 形態別、'1`故 種別関 係車ll』恒 数及 び構 成率

図C-6事 故調査 データの検 索 ・集計 ・出力例
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事故概要 総括票

,故 爵`} 1 事 故 健'P口 恥 ・1《成 元`1こ 16助10分

,故 烏 別

ftll場 所

正 面 衝 突 全 機:i:
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) 2 t50'

尺 ば 胡

飽 田 国遠
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(破損範囲昂壱図示し.範囲の・r酸.●▼内優人9w後句擢)

霞
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連
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ンー,ぺAH8司 ・nix)

へ,ト レ ス ト(・ ・}
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A
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按 ●
位 置

前右

前左
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傷 害部位

日面

目田
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t.O

3.O

Lu・
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1
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見
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図C-7 事故概要総括票の例

」



○

ー

o。

事 故概要総 括票
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傷
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A
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負 ●
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(右手部)
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:e

L5
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肺性 傷

櫓●管●う)
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ドアパネル

{前古)
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全治o救

lse
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自 害 度
スコアtSS

22

4

最 大 傷 害 以 外 の 全 傷 害

傷■5位.J-AIS.傷 害内容.加 害部位 記入例:下 肢(左 大腿部)-3.O－ 升チーステγリングコうム

■SS-IO－ 骨宜骨折一 ドアパネル(前 右}.上 肢(右 前腕)一 臥0一 挫創一 ドア トリム(前 古).

顛部 一2.0一 挫創－Bピ,一 《右)

㌧ぴ↓
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胸

一

扇田一〇.5一性創一ノブ等のハー ドウェア.腫as-Lo

故

の

"

過

事

故

に
対

す

る

参

考

意

見

A車 は 領 随8.1mの'脇 を の速度で走行中,左 カーブに

おいてスピー ドオーバに よりハンドル摸作 を贋り.通 路右個の"一 ドレ

ールに衝突.そ の倹約11m下 の 谷に転落.さ らに的19m転 結し炎上 し

た.

発火原因の推定

発火員:バ ッテリー回路のシ'一 ト

可燃物=配 線の被覆

(事故当事者ふ傷害君の追跡)

(■恥

慣 奮貝)

前席左衆目の上肢(右手部}の捷裂創は.運 転席乗員を救出するため,

後面窓ガラスを石で ると●の傷害である.

改6Ls

図C-8 事故概要総括票の例



禁 無 断 車云載

発 行

委託先

印刷所

平成3年3月 発行

財団法人 データベ ース振興 セ ンター

東京都港区浜松町二丁目4番1号

世界貿易セ ンター ビル7階
TELO3-3459-8581

財団法 人 日本 自動車研究所

東京 都千代 田区神 田錦町1-27
ロー タ リビル

TELO3-3293-9123

株式会社 高山 リプ ロ

TELO3-3293-9123





'

'



1

却

べ

.

-.、,

'

7

`

'

.
L

ゲ

1

～.^

■

㌢

.

.4

喝..
'4

.
フ

.】

㍉'

' `ト

・
,
、 マイ

.,

`-

声

'∫

r

1

.㍗
〉

F

'

〉

.

ゴ1

、

'.

宇 、 今「、


